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は じ め に 

⽇本が直⾯する最重要課題は地⽅の⼈⼝減少問題の克服であり、そのためには地⽅に雇⽤を創出し
て地⽅への⼈の流れを作り、「東京⼀極集中」の是正に取り組む必要があります。地⽅国⽴⼤学は、地
域における知の拠点（COC＝Center of Community）として，産官学の⼒を結集した地域の産業振興
や雇⽤創出、地域の⾼等教育機関との連携による地域⼈材育成の中核としての使命を果たさなければ
なりません。 
 平成 27 年度、県内の６つの⾼等教育機関（徳島⼤学，四国⼤学、四国⼤学短期⼤学部、徳島⽂理
⼤学、徳島⼯業短期⼤学、阿南⼯業⾼等専⾨学校）と徳島県の主要企業、NPO、関連団体による事業
協働体を組織し，⽂部科学省補助事業「地（知）の拠点⼤学による地域創⽣推進事業（COC+）」の申
請を⾏い，県内の雇⽤創出・若者定着を⽬指す「とくしま元気印イノベーション⼈材育成プログラム」
（平成27〜31 年度）が採択されました。 

この事業は、事業協働体による「とくしま元気印イノベーション⼈材育成協議会」を組織し、徳島
県において雇⽤創出と学⽣の就職率向上が期待できる４つの分野（①「次世代技術関連分野」、②「地
域医療・福祉関連分野」、③「６次産業化関連分野」、④「地域づくり・観光・ICT 関連分野」）を設定
して、その４分野に合わせた (1)「寺⼦屋式インターンシップを柱とした産官学連携による教育カリ
キュラム改⾰」、(2)「地域就職率の向上に向けた協働事業の実施」、(3)「徳島県の「vs 東京『とくし
ま回帰』総合戦略」による雇⽤創出」の３つの事業を推進し、５年後に県内の⾼等教育機関からの県
内就職率を10％増加させようとする取組です。 

事業の2 年⽬となる平成28 年度は、徳島⼤学での「とくしま元気印イノベーター教育プログラム」
の導⼊や、「寺⼦屋式インターンシップ」の本格導⼊に先駆けて実施した「実践⼒養成型インターンシ
ップ」、四国⼤学での「とくしまサイコー塾」や「とく
しま学⽣ビジネスプラン道場」、また、地域で活躍する
各参加校の OB・OG 等によるサテライト配信講義の導
⼊に向けて試⾏した「COC プラス特別セミナー」、保護
者と学⽣に向けて徳島の企業の魅⼒を伝達する「企業ガ
イダンス」、⼤学、⾃治体、企業、NPO 等の事業協働体
が⼀体となって⾏う「FD地域⼈材育成フェスタ」など、
様々な事業を実施しました。 

この度、平成28 年度の取組の詳細を成果報告書とし
て取りまとめましたので、ご⼀読頂ければ幸いです。 

今後も、本事業の⽬標達成に向けて、事業協働機関⼀
体となって地⽅創⽣に取り組んでまいりますので、更な
るご⽀援、ご協⼒をお願い申し上げます。 

とくしま元気印イノベーション⼈材育成協議会会⻑ 
徳島⼤学⻑ 

野 地 澄 晴 
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事業概要 



「とくしま元気印イノベーション⼈材育成プログラム」の概要について 
 
 本事業の⽬的は、地元の⾼等教育機関並びに⾃治体・企業・NPO 等との間で
「とくしま元気印イノベーション⼈材育成協議会（以下「協議会」という。）を
組織してインターンシップをはじめとする教育プログラム開発に協働して取り
組むことを通して、地域の未来にビジョンを持ち、地域イノベーションに意欲
と専⾨知識等を持って主体的に参画する「元気印」のイノベーション⼈材を育
成することで、新たな就労先の開拓を含めた卒業⽣の県内就職率の向上を⽬指
すことである。 
 そのために本事業では、地域イノベーションを通じて徳島県で新たな雇⽤創
出と学⽣の就職率向上が期待される 4 分野（①次世代技術関連分野、②地域医
療・福祉関連分野、③6 次産業化関連分野、④地域づくり・観光・ICT 関連分野）
を選定して、この 4 分野に対応した教育プログラムを学内に設けると共に、地
域協働機関に設置する「教育プログラム開発委員会」にも 4 つの分科会を置い
て、地域のニーズを分野ごとに把握するとともに、産官学協働の取り組みによ
りインターンシップ受⼊企業の増加と受⼊れノウハウの共有を進め、申請⼤学
の教育プログラムや参加校の教育にその内容を反映させる。また、これにより、
⼤学以外の事業協働機関による事業への満⾜度 100％達成に向けて努⼒する。 

その際、インターンシップを受⼊機関任せにせず、事前学習からインターンシ
ップ、そして事後の振り返りを徹底するため、課題とレポート、ディスカッシ
ョンを繰り返す「寺⼦屋式指導法」（チュートリアル）を開発して導⼊する。こ
の教育法の開発と普及のため、「COC+FD 委員会」を組織し、教育プログラム
担当教員の FD 活動に組織的に取り組む。 

また、既存のキャリア教育の中に地元で活躍する各分野のリーダーや OB・OG
を講師とした、地域の将来のビジョンや地域で働くメリットを学⽣に伝える講
座を取り⼊れると共に、参加する⾼等教育機関との間で「とくしま⾼等教育コ
ンソーシアム」を組織して、同様の講座や⾼校⽣向けの講座、地元企業の合同
説明会を共同開催して、地域全体で学⽣の地域に対する関⼼を⾼め、地域に対
する誇りや将来ビジョンへの認識を豊かにして、事業協働地域全体の県内就職
率向上を⽬指すことが本事業の⽬的である。 
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●人口減少・超高齢社会 ●若年層人口の流出 ●厳しい財政状況徳島の課題 ・・・・・

徳島の可能性・・・・・
① 次世代技術関連分野（LED・自動車・ロボット等）
② 地域医療・福祉関連分野
③ 6次産業化関連分野
④ 地域づくり・観光・ICT関連分野

徳島大学 教育カリキュラム改革徳
島
大
学

参
加
校

とくしま高等教育コンソーシアム
● e-learningによるweb配信授業の実施
● 地元で活躍するOB・OGによる合同授業
● 教育カリキュラム開発プログラムの導入

雇用創出に向けた事業

● 産学官金連携による4分野の雇用創出
　  ●「LEDバレイ構想」の推進 
　  ●「とくしま『健幸』イノベーション構想」の推進
　  ●「アグリサイエンスゾーン」の構築
　  ●「とくしまサテライトオフィスプロジェクト」の推進  

● 若者定着促進に向けた取組
     ●地元就職促進・奨学金返還支援制度
　  ●トビタテJAPAN! 地域人材コース

● 地域と連携した
   教育・研究活動の実施
　  ●「地域連携フィールドワーク講座」
        の開講

● 駅前協働キャンパス授業の開講
● 学生・父兄向け「合同就職説明会」
● 「創業支援事業」
　 ビジネスコンテストなどの起業支援
● 「FD地域人材育成フェスタ」
● 県内インターンシップの拡充（30%増）と
　 企業メンターの導入
● 教育プログラム開発委員会
   （全機関参画）

協働事業

平成27年度  地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 ～地（知）の拠点COCプラス～

とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム

徳島県で雇用創出と
就職率向上が
期待される4分野

・地域文化や地域への理解・愛着
・専門分野の知識・理解
・明確な職業人意識とコミュニケーション力
・課題に挑戦する元気・覇気

・先端技術開発による新領域への展開
・多職種協働による医療・介護分野の新規雇用
・6次産業化キャリアアップシステム構築による
 イノベーション展開
・ICTを活用した地域づくり、観光等の新規雇用

・地域の将来に対するビジョン
・地域で暮らすことのメリット4つの4つの

能力能力
4つの
能力

2つの2つの
確信確信
2つの
確信

雇用雇用
創出創出
雇用
創出

数値目標数値目標数値目標

外部評価委員会

　
　
　
　

●
  
　

●

雇 

用 

創 

出

革

ス

」
『とくしま回帰』
総合戦略
（平成27年7月策定）

とくしま元気印
イノベーション人材

県内就職率を10％増

● 全学生が地域志向科目を受講
      地域の文化や地域への理解・愛着

● ボランティアパスポートの普及 
      課題に挑戦する元気・覇気

4つの分野に対応した教育プログラムの開発 
● 専門分野に必要な能力（知識・技術の向上）
● キャリア教育科目の充実 
      「徳島の将来ビジョン」「徳島で暮らすメリット」2つの確信
● 寺子屋式インターンシップの導入 
      職業人意識とコミュニケーション力の育成

「COC ＋ FD委員会」 教育法の開発と普及

●
 

4
●
●
 
●
 

人 

材 

育 

成

教育プログラム
開発担当
コーディネーター 地域に対する誇りや将来ビジョンの認識

プログラムの政策的な支援と施策への反映

会
協働事業
担当
コーディネーター

とくしま元気印
イノベーション人材育成協議会

PDCAサイクルの構築

徳島県内の39機関で事業協働体を組織
● 高等教育機関［徳島大学・四国大学・四国大学短期大学部・
徳島文理大学・徳島工業短期大学・阿南工業高等専門学校］
● 徳島県 ● 12の地元企業 
● 3つのNPO法人 ● 17の関連団体

事業運営
担当
コーディネーター
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事業協働機関について 

 

 

 

 

 
 



事業協働機関について 

 
 地元の⾼等教育機関並びに⾃治体・企業・NPO 法⼈等、計 39 機関で「とくしま元気印イノベーシ
ョン⼈材育成協議会」を組織して、インターンシップをはじめとする教育プログラム開発に協働して
取り組むことを通して、地域の未来にビジョンを持ち、地域イノベーションに意欲と専⾨的知識を持
って取り組む「元気印」のイノベーション⼈材を育成し、新たな就労先の開拓を含めた卒業⽣の県内
就職率の向上を⽬指す。なお、平成 28 年度は、藤崎電機株式会社、四国化⼯機株式会社、有限会社
樫⼭農園が加⼊し、計 39 機関となった。 
 

機 関 名 備 考 
徳島⼤学 会⻑（徳島⼤学⻑） 
四国⼤学  
四国⼤学短期⼤学部  
徳島⽂理⼤学  
徳島⼯業短期⼤学  
阿南⼯業⾼等専⾨学校  
徳島県 副会⻑（徳島県知事） 
⼀般社団法⼈ 徳島経済同友会  
徳島県経営者協会  
徳島県商⼯会議所連合会  
徳島県商⼯会連合会  
徳島県中⼩企業団体中央会 副会⻑（徳島県中⼩企業団体中央会会⻑） 
⼀般財団法⼈ 徳島県観光協会  
全国農業協同組合連合会徳島県本部  
徳島県農業協同組合中央会  
徳島県⽊材協同組合連合会  
公益社団法⼈ 徳島森林づくり推進機構  
徳島県漁業協同組合連合会  
公益社団法⼈ 徳島県畜産協会  
⼀般社団法⼈ 徳島県医師会  
⼀般社団法⼈ 徳島県⻭科医師会  
社会福祉法⼈ 徳島県社会福祉協議会  
⼀般社団法⼈ 徳島県⾃動⾞整備振興会  
⽇本⾃動⾞販売協会連合会徳島県⽀部  
⼤塚テクノ 株式会社  
株式会社 丸本  
⽇本フネン 株式会社  
株式会社 テレコメディア  
社会福祉法⼈ 健祥会  
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社会医療法⼈ 川島会  
有限会社 ⽵内園芸  
特定⾮営利活動法⼈ 郷の元気  
特定⾮営利活動法⼈ マチトソラ  
特定⾮営利活動法⼈ グリーンバレー  
有限会社 樫⼭農園  
⼀般社団法⼈ 徳島新聞社  
港産業 株式会社  
藤崎電機 株式会社  

四国化⼯機 株式会社  
 

－5－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成28年度実施会議一覧 

 

 

 

 

 
 



平成 28 年度実施会議⼀覧 
 
とくしま元気印イノベーション⼈材育成協議会…1 回実施 
平成 28 年５⽉ 16 ⽇（⽉）13:30〜14:15 
協議事項 
（１） 平成 28 年度の事業協働機関について 
（２） 平成 28 年度の事業計画について 

報告事項 
（１） 平成 27 年度の事業実績について 
（２） 外部評価委員会委員について 
（３） 専任スタッフについて 

 
COC+本部執⾏会議…3 回実施 
平成 28 年 8 ⽉ 3 ⽇（⽔）14:30〜 
協議事項 
（１）平成 28 年度の事業計画について 
（２）事業協働機関の新規加⼊について 
（３）COC+推進コーディネーターの選考について 

報告事項 
（１）平成 28 年度予算について 
（２）事業の進捗について 

平成 28 年 10 ⽉ 12 ⽇（⽔）17:00〜 
協議事項 
（１）COC+推進コーディネーターについて 
（２）共同授業の実施等について 

報告事項 
（１）平成 27 年度事業に関する外部評価結果について 

平成 28 年 12 ⽉ 22 ⽇（⽊）11:00〜 
協議事項 
（１）COC+推進コーディネーターの採⽤について 
（２）常三島地区インターンシップ連絡協議会の設置について 

報告事項 
（１）「徳島の魅⼒、徳島で働く〜企業ガイダンス偏〜」の実施報告について 

 
COC+推進機構会議…2 回実施 
平成 28 年 4 ⽉ 25 ⽇（⽉）15:00〜16:00 
協議事項 
（１）専⾨科⽬における地域志向科⽬の指定に関する進捗状況について 
（２）平成 28 年度における事業スケジュールについて 
（３）平成 28 年度第１四半期 COC+事業推進スケジュールについて 

① 学⽣を対象とする COC+事業説明会の実施について 
② 中期インターンシップの試⾏について 
③  地域志向科⽬広報冊⼦の作成について 
④  活動先評価掲⽰板（web）の構築について 

平成 28 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔）16:00〜 
協議事項 
（１）インターンシップに関する学内組織の整備について 
（２）「FD 地域⼈材育成フェスタ」の開催について 
（３）保護者向け就職ガイダンスの実施について 

報告事項 
（１）専⾨教育プログラムの編成状況について 
（２）特別セミナーの開催について 
（３）ニュースレターの発⾏配付について 
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プログラム教員会議…1 回実施 
平成 28 年 9 ⽉ 30 ⽇（⾦）10:30〜11:30 

(１)プログラム教員会議の趣旨説明 
① COC+事業の概要と教員会議の位置づけ 
② 分野別議⻑の選定について 

(２)COC+事業の進捗状況報告 
①  事業全体について 
②  教育プログラムについて 
③  インターンシップについて 

(３)今後の予定 
① 専⾨教育科⽬への地域志向要素の取り⼊れと報告 
②「FD 地域⼈材育成フェスタ」の開催について 

 
 
協働事業に関するワーキンググループ…6 回実施 
平成 28 年 8 ⽉ 25 ⽇（⽊）13:30 
（１）「とくしま元気印イノベーション⼈材育成プログラム」の事業概要について 
（２）共同授業の実施について 
（３）FD 地域⼈材フェスタの開催について 
（４）他県におけるコンソーシアムに関する調査について 
平成 28 年 10 ⽉ 12 ⽇（⽔）10:30〜12:00 
（１）共同授業の実施について 

① ＴＶ会議システムの使⽤について 
② 広報の対象について 
③ 講師の選出について 
④ 平成 29 年度実施に向けた準備について 

（２）ＦＤ地域⼈材育成フェスタの開催について 
① 開催内容について 
② 広報・宣伝について 

（３）コンソーシアムに関する調査報告について 
（４）就職ガイダンスの実施について 
平成 28 年 11 ⽉ 9 ⽇（⽔）10:30〜11:50 
（１）共同授業の実施について 

➀ 平成 28 年度の試⾏について 
〇 ＴＶ会議システムの使⽤について 
〇 広報の対象について 
〇 講師の選出について 
〇 平成 29 年度実施に向けた準備について 

② 平成 29 年度の実施⽇程について 
（２）ＦＤ地域⼈材育成フェスタの開催について 

① 開催内容について 
② 広報・宣伝について 

（３）コンソーシアムに関する調査報告について 
（４）就職ガイダンスの実施について 
平成 28 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔）10:30 
（１）共同授業の実施について 

① 平成 28 年度の試⾏結果について 
② 平成 29 年度の実施について 

（２）就職ガイダンスの実施について 
（３）FD 地域⼈材育成フェスタの開催について 
（４）ニュースレターの発⾏について 
平成 29 年 1 ⽉ 11 ⽇（⽔）10:45 
（１）保護者向け就職ガイダンスの実施報告 
（２）「FD 地域⼈材フェスタ」の開催について 
（３）集中講義「徳島の魅⼒、徳島で働く」について 
（４）ニュースレター配布依頼 
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平成 29 年 2 ⽉ 15 ⽇（⽔）11:00 
（１）平成 28 年度 FD 地域⼈材フェスタの開催について 
（２）平成 29 年度協働授業の実施内容について 
（３）平成 29 年度事業計画の作成⽅針について 
（４）平成 28 年度就職データの共有⽅針について 
 
 
COC+FD 委員会…１回実施 
平成 29 年 3 ⽉ 31 ⽇(⾦)9:00〜10:20 
（１）教育プログラムの編成状況について 
（２）実践⼒養成型インターンシップの実施状況について 
（３）「FD 地域⼈材育成フェスタ」の開催について 
（４）来年度の事業スケジュールについて 
（５）教育効果検証アンケートについて 
（６）コンソーシアム集中講義について 
（７）ボランティアパスポート活動発信掲⽰板について 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■とくしま元気印イノベーション⼈材育成協議会の様⼦ 
（5 ⽉ 16 ⽇実施） 

■プログラム教員会議の様⼦ 
（9 ⽉ 30 ⽇実施） 

■協働事業に関するワーキンググループの様⼦ 
（8 ⽉ 25 ⽇実施） 
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［徳島⼤学］とくしま元気印イノベーター教育プログラムの編成状況について 

 徳島⼤学では、徳島県内に就職して地域の産業
振興と地域課題の解決に積極的に参画する「元気
印イノベーション⼈材」を育成するために必要と
なる「4 つの能⼒」と「2 つの確信」を付与する
ための教育カリキュラムと指導⽅法の開発を進
めている。 
 そのためのプログラムとして、①⼊学者全員が
履修する「地域理解のための教育科⽬」、②徳島
県の未来を想像する 4 分野で活躍するための 
「専⾨プログラム」、③「課題・レポート・ディ
スカッション」を繰り返す「寺⼦屋式インターン
シップ」 の 3 つの段階のカリキュラムを編成し、
所定の単位を取得した学⽣に学⽣名の修了証を
授与する「とくしま元気印イノベーター教育プロ
グラム」を開発（右図参照）し、平成 28 年度以
降の⼊学⽣が履修できる体制を整備した。

① ⼊学者全員が履修する「地域理解のための教育科⽬」
平成 28 年度から「地域の⽂化や地域への理解・愛着を深める」のための地域志向科⽬を⼊学者全員

に履修させる体制を整えた。全学共通教育に「地域科学教育科⽬群」を編成した他、⼀般教養科⽬群及
び専⾨科⽬の中に「地域志向科⽬」を設定し、学部学科に応じた履修要件を設定した。「地域科学教育
科⽬群」については、平成 28 年度は 14 科⽬を開講、平成 29 年度は新たに 10 の授業題⽬を追加し、
計 24 科⽬の開講を予定している。 

② 徳島県の未来を想像する４分野で活躍するための 「専⾨プログラム」
各学部のカリキュラムの中から４分野の「当該業種に必要な専⾨分野の知識・理解」に関わる科⽬の

編成を⾏い、その中から所定単位数を学⽣に選択履修させる体制を整備した。 

③ 「課題・レポート・ディスカッション」を繰り返す「寺⼦屋式インターンシップ」
平成 28 年度に「寺⼦屋式インターンシップ」の試⾏となる「実践⼒養成型インターンシップ」を実

施し、35 名の学⽣が 7 つの企業・団体にて課題解決型のインターンシップに取り組んだ。また、平成
29 年度より、新規科⽬「実践⼒養成型インターンシップⅠ」「実践⼒養成型インターンシップⅡ」を
開講し、正課科⽬として受講できる体制を整えた。 

また、医学部、⻭学部、薬学部については、実習科⽬の位置付けを明確にし、「寺⼦屋式インターン
シップ」として履修が可能な体制を整えた。

以上のプログラムについて、履修の要項を冊⼦形式に編集し、平成 28 年 10 ⽉に総合科学部、理⼯
学部、⽣物資源産業学部の平成 28 年度⼊学⽣に先⾏配布した。平成 28 年度内には全ての科⽬編成を
終え、平成 29 年度には全学部新⼊⽣、学部 2 年⽣に配布を⾏い、履修を促進する予定である。次⾴よ
り冊⼦の内容を掲載する。 
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平成 28 年度 実践⼒養成型インターンシップの実施について 

徳島⼤学では、教育カリキュラム改⾰の 1 つとして、寺⼦屋式インターンシップの開発を進めている。
寺⼦屋式インターンシップとは、企業側にはメンターを、⼤学側にはドン（学内メンター）を配置し、
相互が密に連絡を取り合い、事前学習から事後の振り返りまで「課題・レポート・ディスカッション」
を繰り返しながら課題解決に向けた取り組みを⾏う少⼈数制の受⼊企業・団体の課題解決型インターン
シップを指す。本年度は寺⼦屋式インターンシップのプロトタイプとして、名称を変え「実践⼒養成型
インターンシップ」を実施した。

（１）実践⼒養成型インターンシップ 事業スキーム （図 1）
実践⼒養成型インターンシップとは、徳島の企業・団体の抱える課題に対して企業と学⽣が協働

して取り組む、プロジェクト型のインターンシップである。特に徳島県にて雇⽤の創出が⾒込まれ
る、次世代技術関連分野、地域医療・福祉関連分野、6 次産業化関連分野、地域づくり・観光・ICT
関連分野の 4 つの分野の企業・団体を中⼼にインターンシップ実施のための関係構築を⾏った。 
 関係構築後は、受⼊先の経営者および受⼊担当者と COC+推進コーディネーターが連携してプロ
ジェクトを組み⽴て、参加希望学⽣と企業のマッチングを経て、学⽣がインターンシップに参加す
る。さらに、プロジェクトに取り組む中でのアドバイスやメンタリングなど、インターンシップ開
始後もコーディネーターが学⽣の⽀援を⾏う。 

図 1 実践⼒養成型インターンシップ 事業スキーム 
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（２）インターンシップの類型 

徳島⼤学内には、学部⽣が履修する既存のインターンシップ科⽬として、短期間の就労体験型「短
期インターンシップ」を導⼊している。「短期インターンシップ」は、業界理解や⾃⼰の志向性の把
握を学習効果としているが、実践⼒養成型インターンシップは、より⻑期に渡り実践的に企業と関
わることで、就業⼒や社会⼈基礎⼒を⾝につけていくことを学習効果とした。（図 2） 

   実践中⼼のインターンシップとしては、①業務補助型 ②課題協働型 ③事業参画型の 3 つのス
タイルが考えられるが（図 3）、今年度は課題協働型および事業参画型に⼒点をおいてインターンシ
ッププロジェクトを定めた。受⼊企業・団体の担当者と学⽣が⼀つのチームメンバーとなり課題解
決に取り組むことによって、地域を知り、企業を知り、働くとはどういうことかを知ることのでき
るプログラムとなっている。 

学⽣がプログラムに従事する期間は、事前の研修から事後の振り返りまで含め、約半年間（うち
インターンシップでの実質活動時間 30 ⽇間程度）とした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3 実践⼒養成型インターンシップのスタイル  

図 2 学習効果を基準とした徳島⼤学内におけるインターンシップ等の⼤学・企業間協働教育活動  
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（３）参加学⽣数 
   7 つの受⼊団体で、1 年⽣ 4 名、2 年⽣ 5 名、3 年⽣ 24 名、4 年⽣ 2 名の計 35 名（単位の修得

有り 23 名、⾃由応募（参加）12 名）の学⽣が参加した。受⼊団体別参加者数の内訳は図 4 に記す。 

 

 

（４）受⼊団体とプロジェクトの概要 
    7 つの受⼊団体でプロジェクトに取り組んだ。各プロジェクトの概要を図５に記す。 

 

分野 企業名 

参加学⽣数 
（1 年⽣） 

参加学⽣数 
（2 年⽣） 

参加学⽣数 
（3 年⽣） 

参加学⽣数 
（4 年⽣） 合計 

総合科
学部 

⼯学部 
総合科
学部 

⼯学部 
総合科
学部 

⼯学部 
総合科
学部 

⼯学部 

次世代技術 
関連分野 

⼤塚テクノ株式会社 - - 1 - 2 1 - - 4 

6 次産業化 
関連分野 

有限会社樫⼭農園 1 - 1 - - 6 - - 8 

地域づくり・観光 
ICT 関連分野 

 

株式会社あわわ - - - 1 1 1 - - 3 

⼀般社団法⼈ 
徳島新聞社 1 - - - 4 1 1 1 6 

株式会社 QLiP - 1 - 1 - 2 - 1 5 

ＮＰＯ法⼈マチトソラ - - - - 3 - 1 - 4 

徳島⼤学地域創⽣センター
上勝学舎 1 - 2 - 1 1 - - 5 

合計 4 5 24 2 35 

No 企業名 キーワード プロジェクト 

1 
⼤塚テクノ 

株式会社  

製造業 
⼈材登⽤ 
広報・ＰＲ 

他社のリサーチや社員のインタビュー結果をもとに、企業が求める⼈材を採⽤するために効
果的な広報ツールを採⽤対象となる⼯学系の学⽣の視点を踏まえて作成する。 

2 
有限会社 

樫⼭農園 

農業 
デザイン 

IT/情報発信 

Web 販売部⾨という新セクションの⽴ち上げと経営理念の社内外への浸透を⽬的に、経
営陣や社員へのヒアリング等を⾏い、HP のグランドデザインを作成する。 

3 
株式会社 

あわわ 

メディア業界 
取材/編集 
イベント企画 

取材や街頭アンケートを通してたくさんの徳島⼈と繋がり、その中から地域の課題を発⾒、
課題を解決するためのイベントを企画・運営する。 

4 ⼀般社団法⼈ 

徳島新聞 
メディア業界 
取材/執筆 

⾼校⽣や⼤学⽣へのアンケート調査を⾏い、若者に新聞を⼿に取ってもらう仕掛けを考え
ると共に、徳島新聞の若者向けページ“ニチヤン”の企画、取材・原稿執筆を⾏う。 

5 
株式会社 

QLiP  

IT/教育 
イベント企画 
情報発信 

海外先進地域のプログラミング教育を調査し、授業カリキュラムを考える。 
近隣⼩・中学校にアンケートを取り、プログラミング教育の認知拡⼤のためのイベントを企画
運営する。 

6 
NPO 法⼈ 

マチトソラ 

地域活性化 
まちづくり 

マーケティング 

うだつマルシェの主催者、出店者、来場者にアンケート調査を⾏い、リピーター率と客単価
をアップさせるための提案を⾏う。 

7 
徳島⼤学 

地域創⽣センター 
上勝学舎 

地域活性化 
まちづくり 
限界集落 

住⺠ヒアリング 

企業棚⽥オーナーを獲得する為に地元住⺠へのヒアリングを⾏い、効果的な営業ツール作
成する。また、今後のオーナー制のあり⽅についての意⾒交換を⾏うため、地元住⺠と運営
主体を交えた座談会を開催する。 
古⺠家の有効的活⽤に向けた基礎調査として、地元住⺠へヒアリングを⾏い、困り事（ニ
ーズ調査）ならびに、⼩コミュニティの把握を⾏う。 

図 4 受⼊企業・団体と参加学⽣数内訳  

図 5 受⼊企業・団体とプロジェクトの概要  
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（５）実践⼒養成型インターンシップ 年間実施スケジュール 
時期 項          ⽬ 

4 ⽉   

 

5 ⽉  

6 ⽉ 

 

 

 
 

7 ⽉  
 

8 ⽉ イ 

 
 

9 ⽉  

  

 

10 ⽉  

 

 

 
 

 
 

11 ⽉  

 
 

12 ⽉  
 

1 ⽉  
 
 
 
 

2 ⽉  
 

3 ⽉  
 

企業訪問・プロジェクト組み⽴て                      
 コーディネーターが受⼊団体を訪問し、プロジェクトの組み⽴てを⾏う。 

インターンシップフェア開催（6 ⽉ 2 ⽇）        
受⼊団体が学⽣にプロジェクトの紹介を⾏うインターンシップフェアを開催。 
（プレゼン企業 8 社 / 参加学⽣数 69 名） 

マッチング 
受⼊団体とエントリー学⽣が⾯談を⾏い、マッチングを⾏う。 

事前研修 
 参加学⽣に対し、コーディネーターが事前研修を実施。 

インターンシップ開始 
 プロジェクト毎に随時インターンシップ開始。 

受⼊団体数 7 社 / 参加学⽣数 35 名 

第 1 回学⽣リーダーミーティング実施（9 ⽉ 13 ⽇） 
各プロジェクトの学⽣リーダーを集めた会議を実施。 
リーダーの役割やインターンシップの今後の流れについて協議を⾏う。 

参加学⽣メンタリング 
 インターンシップに取り組む中で困っていること・不安なことなどを 

ヒアリングし、メンタリングを実施。 

中間報告会開催（10 ⽉ 26 ⽇） 
 プロジェクトの進捗報告、気づきの共有のため、中間報告会を開催。 

①各プロジェクトチームからの報告 
②他プロジェクトの参加学⽣・受⼊団体との情報交換 

 参加者数 44 名 

第 2 回学⽣リーダーミーティング実施（10 ⽉ 13 ⽇/17 ⽇） 
各プロジェクトの学⽣リーダーを集めた会議を実施。 
中間報告会についての情報伝達を⾏う。 

企業訪問 
 インターンシップスタートアップの企業訪問。 

最終報告会（1 ⽉ 21 ⽇） 
 プロジェクトの成果報告を⾏う最終報告会を開催。参加者数 141 名 

第 3 回学⽣リーダーミーティング実施（12 ⽉ 19 ⽇） 
各プロジェクトのリーダーを集めた会議を実施。 
最終報告会についての情報伝達を⾏う。 

参加学⽣メンタリング 
 インターンシップに取り組む中で困っていること・不安なことなどを 
ヒアリングし、メンタリングを実施。インターンシップを終えたプロジェクトは
振り返りの促しを⾏う。 

企業訪問 
 最終報告会前の受⼊団体訪問。 

・最終報告会についての説明 
・プロジェクトの進捗確認 等 

企業訪問 
 中間報告会前の受⼊団体訪問。 
  ・中間報告会についての説明 
  ・プロジェクトの進捗確認 
  ・学⽣の取り組み姿勢 等 

修了⽣振り返り会（2 ⽉ 16 ⽇） 
 インターンシップに参加しての学びを深めるための振り返り会を実施。 

受⼊団体振り返り会（3 ⽉ 10 ⽇） 
 今回のインターンシップの知⾒の共有と来年度のインターンシップの課題についての協議。 

最終報告会に向けたフォローアップ 
最終報告会に向けての資料作成アドバイス、プレゼン練習などを実施。 

① 

④ 

③ 

② 

事前講習 
 受⼊団体担当者に対し事前講習を実施。 ⑤ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑧ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑥ 

⑪ 

⑩ 

⑫ 
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（６）実践⼒養成型インターンシップ 年間プログラム実施概要 
                      ※項⽬番号は前ページ「年間実施スケジュール」の表と対応 
 

①プロジェクト組成（企業訪問）（4 ⽉、5 ⽉） 
   インターンシップ受⼊先企業の開拓、ならびにプロジェクト組み⽴てを⾏うため、県内企業なら

びに団体への訪問を実施した。（55 団体を訪問） 
   経営者及び、直接の受⼊担当者とコーディネーターが協議を⾏い、①経営と直結した課題である

こと、②課題解決が受⼊団体の益になること、③学⽣にとって⼗分な学習効果が⾒込まれること、
という 3 つの条件のもとにインターンシップで取り組むべき課題を整理し、プロジェクトを組み⽴
てた。受⼊団体とコーディネーターが共同でプロジェクトを組み⽴てることで、インターンシップ
の事前準備段階での受⼊団体の負担を軽減した。また、課題解決型のインターンシップとすること
で受⼊団体にとってのメリットを明確にする効果を図った。 

  
 ②インターンシップフェア（6 ⽉ 2 ⽇）（33P 参照） 

組み⽴てたプロジェクトの内容を学⽣に伝え、インターンシップへの参加を募るため、受⼊団体
担当者から学⽣に向けてプロジェクトを紹介するプログラムを実施した。（8 団体がそれぞれのプロ
ジェクトを紹介） 

第 1 部は、各受⼊団体が参加学⽣全体に向けて 4〜5 分程度でプロジェクトを紹介するプレゼンテ
ーションを実施した。第 2 部は、各プロジェクトのブースを設け、興味を持った学⽣がプロジェク
トの詳細な説明を受ける個別説明会を実施した。 

 
③エントリー受付およびマッチング（6 ⽉） 

インターンシップ開始後のミスマッチを防ぐため、インターンシップへのエントリー学⽣と受⼊
先担当者が⾯談する場を設けた。受⼊団体からは、学⽣の参加への意気込みや他活動（アルバイト、
部活、授業等）の状況等を、学⽣からはプロジェクトの内容や実施⽇程等についての確認を⾏い、
プロジェクトへの参加に関しての最終意思を相互に確認した。 

マッチングの形式（個別⾯談、集団⾯談、グループワーク等）は、受⼊団体の裁量に任せ、新し
い採⽤⾯接⽅法の試⾏や、⼊社 2〜3 年⽬の⼈事担当者の⾯接官訓練の機会として活⽤していただい
た。 

 
 ④受講⽣⽣事前研修（7 ⽉） 
   インターンシップ開始後の活動を円滑に進めるため、社会⼈基本動作などのマナー講習や、プロ

ジェクトの推進に必要となる基礎知識等を学ぶ研修をプロジェクト毎に 3〜5 回実施した。 
 
 ⑤受⼊団体事前講習（7 ⽉） 
   インターンシップ開始後の活動を円滑に進めるため、学⽣受⼊にあたっての⼼構え、学⽣への対

処法、法令等について、受⼊団体担当者を対象に事前講習会を実施した。受⼊団体別の個別事前講
習に加え、複数団体が参加する合同の講習も実施し、団体同⼠の交流の機会を設けた。 
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 ⑥学⽣リーダーミーティング 
各プロジェクトでリーダーとなる学⽣を決め、リーダーの役割講習と、コーディネーターとの情

報共有を⾏うためのミーティングを、インターンシップ開始直後、中間報告会前、最終報告会前の
計 3 回実施した。情報交換のほか、リーダー同⼠が交流し、チームでプロジェクトを進める上での
課題や知⾒を共有するプログラムを実施した。 

 
⑦受講⽣メンタリング 

   コーディネーターがメンターとなり、必要に応じてチーム毎にメンタリングを実施した。さらに、
個別学⽣についても、プロジェクトを進めるにあたってつまずきを感じているなど、必要な場合に
適宜メンタリングを実施し、課題を乗り越える為のフォローや、さらなる挑戦に向けて学⽣の背中
を押す役割を担った。 

   
 ⑧受⼊団体訪問 
   インターンシップの開始時、中間報告会前、最終報告会前の計 3 回、コーディネーターが受⼊団

体を訪問し、学⽣の取り組み姿勢や進捗状況について情報共有を⾏った。インターンシップを進め
る中で発⽣した問題点と、その対応について、受⼊担当者とコーディネーターが共有することで、
プロジェクトの円滑な推進に繋がった。 

 
 ⑨中間報告会（10 ⽉）（43P 参照） 
   実践⼒養成型インターンシップにおける、プロジェクトの進捗の中間段階において、これまでの

取り組み状況の振り返りを⾏い⾃⼰評価すると共に、各プロジェクトに取り組む受⼊団体、学⽣間
での情報交換を⾏い、⽬標達成に向けた課題の整理や今後必要となる取り組みの確認、意識の共有
を図ることを⽬的として中間報告会を開催した。 

 
 ⑩最終報告会（1 ⽉）（46P 参照） 
   受⼊団体担当者、事業協働機関担当者、徳島⼤学学⽣及び教職員等を招き、インターンシップへ

の取り組み内容、成果、得られた学びを報告する最終報告会を実施した。取り組みと成果だけでは
なく、インターンシップでのつまずき、苦労などの振り返りと、そこで⾏った⼯夫を報告すること
で、得られた学びを⾃覚する効果を図った。 

 
 ⑪修了⽣振り返り会（2 ⽉）（68P 参照） 
   修了⽣が、インターンシップを通して得られた学びや気づき、参加前後での意識の変化等につい

て振り返り、これをもとに今後の学⽣⽣活の課題を展望するための振り返り会を実施した。 
 
 ⑫受⼊団体振り返り会（3 ⽉）（72P 参照） 
   受⼊団体が、インターンシップの振り返りをもとに知⾒を共有し、次年度のインターンシップ事

業の課題について協議するための振り返り会を開催した。今年度の受⼊団体と次年度の受⼊を検討
する COC+事業関連団体が参加し、インターンシップ実施のメリットを共有すると共に、負担とな
った点・問題点の整理と対応策を協議した。 
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実践⼒養成型インターンシップ インターシップフェア 

 
（１）主旨・⽬的 
 実践⼒養成型インターンシップを実施するにあたって、受⼊団体が学⽣に、取り組むプロジェクトを紹介するインターンシ
ップフェアを実施した。 
 
（２）⽇時 
  平成 28 年 6 ⽉ 2 ⽇（⽔）13：00〜17：00 
 
（３）場所 
  徳島⼤学地域創⽣・国際交流会館 5 階 フューチャーセンター 
 

（４）参加団体（プレゼンター） 
企業名 担当者 ⽒名 
⼤塚テクノ株式会社 ⼈事総務部課⻑ 千葉 雄介 
⽇本フネン株式会社 代表取締役社⻑ 久⽶ 徳男 

⼀般社団法⼈徳島新聞社 編集委員 ⾨⽥ 誠 / ⽣活⽂化部 橋本 真味 
株式会社あわわ 代表取締役社⻑ 岩佐 乃介 / 

営業チームメディアプランナー ⼩⼭ 亜紀 
株式会社 QLiP 情報責任者 江本 ⼤輔 
NPO 法⼈マチトソラ 理事 横⼭ 篤志 
有限会社樫⼭農園 専務取締役 樫⼭ 直樹 
徳島⼤学地域創⽣センター上勝学舎 客員教授 澤⽥ 俊明 

 
（５）来場者数 
  69 名（1 年⽣：15 名、２年⽣：7 名、３年⽣：43 名、4 年⽣：4 名） 
               
（６）プログラムの流れ 

プログラム 時間 担当者 内容 

開会 13：00 

〜13：05 

⽟ 真之介 

(COC+推進本部推進監) 

インターンシップフェア開会挨拶 

主旨説明 13：05 

〜13：10 

川崎 克寛 

(コーディネーター) 

主旨説明 

プロジェクト紹介 13：10 

〜14：30 

受⼊団体担当者 来場学⽣に向けたプロジェクト紹介 

（5 分×8 団体） 
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個別説明会 14：40 

〜16：20 

各企業担当者 各企業・団体に分かれてのインターンシッププロ

ジェクト説明会（30 分×3 回） 

エントリーシート記⼊ 16：20 

〜17：00 

 ・インターンシップへのエントリー⽤紙記⼊（随

時受⼊団体との相談受付） 

 

（７）プログラムの内容 
① 全体プレゼンテーション 

 各受⼊団体より、来場学⽣に向けて 5 分間のプロジェクト紹介を⾏った。 
企業名 プロジェクト名 
⼤塚テクノ株式会社 未来を⽣み出す優秀な⼈材にテクノで働く魅⼒を伝える 
⽇本フネン株式会社 年間 18 万枚のドアを製造する⽣産ラインの改善の検討 
⼀般社団法⼈徳島新聞社 若者の wants を探る新聞づくり 
株式会社あわわ 徳島の課題を知るために徳島の 1000 ⼈とツナガル 
株式会社 QLiP プログラミングの⾯⽩さを⼦供に伝えるノウハウをつくる 
NPO 法⼈マチトソラ 5000 ⼈以上の⼈が集まるうだつマルシェを進化させる 
有限会社樫⼭農園 アグリビジネスを成功させる web コミュニケーションを考える 
徳島⼤学地域創⽣センター
上勝学舎 

多様な地域資源を活⽤した地域活性化の拠点づくり 

 
② 個別プレゼンテーション 
 各受⼊団体のブースに分かれて 30 分間×3 クールのブース別プロジェクト説明会を⾏った。学⽣は、全体プレゼンテ
ーションを聞いて興味を持った企業・団体のブースを訪問し、担当者から、より詳しいプロジェクトの説明を受けた。累
計 69 名の学⽣がフェアに参加し、学⽣からは「企業の本気を感じ、良い刺激をもらえた」、「様々な企業の話を聞くこ
とができた。はじめて分かることが多く、いい機会になった」、「インターンシップに⾏こうと考えていたが、web の情報だけ
では分からないことが多すぎたので、担当者から直接話を聞けて勉強になった」等の声が聞こえた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ブースの様⼦（⼤塚テクノ㈱） ■ブースの様⼦（⽇本フネン㈱） 
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（８）添付資料 
① インターンシップフェア リーフレット（表） 
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② インターンシップフェア リーフレット（裏） 
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③ インタ　 ーンシップフェアパンフレット

実践力養成型インタ ーンシップ

インタ ーンシツプフェア

未来を生み出す優秀な人材に
テクノで働く魅力を伝える

年間18万枚のドアを製造する
生産ラインの改善の検討

若者のwantsを探る
取材と紙面づくりの実践

株式会社あわわ

徳島の課題を知る

た
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実践⼒養成型インターンシップ中間報告会 

（１）主旨・⽬的
実践⼒養成型インターンシップにおける、プロジェクトの進捗の中間段階において、これまでの取り

組み状況の振り返りを⾏い⾃⼰評価すると共に、各プロジェクトに取り組む受⼊団体、学⽣間での情報
交換を⾏い、⽬標達成に向けた課題の整理や今後必要となる取り組みの確認、意識の共有を図ることを
⽬的として中間報告会を開催した。 

（２）⽇時
平成 28 年 10 ⽉ 26 ⽇（⽔）13：00〜17：00

（３）場所
徳島⼤学地域創⽣・国際交流会館 5 階 フューチャーセンター

（４）参加者数（括弧内は情報交換会の参加者）
受⼊団体担当者 12 名 
インターンシップ⽣ 15 名 
その他企業、団体（⾒学） 11 名 
本学教員等 6 名 

計 44 名 

（５）プログラムの流れ
プログラム 時間 担当者 内容 

開会 
13：00 

〜13：05 

⽟ 真之介 

（COC+推進本部推進監） 

インターンシップフェア開会挨拶

COC+事業について

概要説明 
13：05 

〜13：20 

川崎 克寛

(コーディネーター)

実践⼒養成型インターンシップの現状につい

て 

受⼊団体紹介 
13：20 

〜13：35 

宮本 紀⼦(アソシエイ

トコーディネーター)

受⼊れ企業・団体の概要・プロジェクト概要等

の紹介 

プロジェクト 

進捗報告 

13：35 

〜15：00 

各受⼊担当者 

+インターンシップ⽣
各プロジェクト進捗状況の発表 

ワークショップ
①

15：15 

〜16：00 

受⼊れ担当者とインターンシップ⽣を⼊り交

えての情報交換 

ワークショップ
②

16：15 

〜16：45 

受⼊れ先担当者とインターンシップ⽣で今後

の⽅針、ゴールとそこまでのプロセスを再確

認。 

決意表明 
16：45 

〜17：10 

インターンシップ⽣

受⼊担当者
プロジェクト完遂に向けての意気込み発表 
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（６）プログラムの内容 

ⅰ）プロジェクト進捗報告 

主に下記 3 点に関して受⼊団体の担当者とインターンシップ⽣から、各プロジェクト 10 分程度の
進捗報告を⾏った。 

1. これまでの取り組み内容と今後の展開について 

2. 参加前（受⼊前）に期待していた効果・成果に対するレビュー 

3. プロジェクトに参加して（受⼊を⾏って）の振り返りと気づき・学びについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進捗報告の様⼦  
        上勝学舎インターンシップ⽣（左）  ㈱あわわインターンシップ⽣と担当者様（右） 

■会場の様⼦ ■別プロジェクトの報告を聞くインターンシップ関係者 
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ⅱ）ワークショップ① 
  複数プロジェクトの受⼊団体担当者とインターンシップ⽣を交えて、実践⼒養成型インターンシッ

プを実施していく上での課題や壁、それに対する解決策・取り組み姿勢などの情報交換を⾏うための
ディスカッションを⾏った。通常のインターンシップであれば 1 度のインターンシップにつき 1 社（１
⼈）の事例と課題・学びしか得られないが、実践⼒養成型インターンシップは現在 7 つの企業・団体
で施⾏されており、他企業のインターンシップ⽣や受⼊企業同⼠の交流を通して、7 社の事例、受⼊担
当者 15 名とインターンシップ⽣ 35 名分の失敗や課題、学びを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）ワークショップ② 
 インターンシップ⽣は⾃分達が取り組んでいるプロジェクトの担当者がいるテーブルに集まり、先の
ワークショップで得られた成果をチームで共有した。その上で改めてプロジェクトのゴールを確認し、
⽬標達成のためのプロセス整理、今後の動き⽅や⽅針についてチームで共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■㈱あわわ担当者と別企業のインターンシップ⽣ ■㈱QLiP 担当者と別企業のインターンシップ⽣ 

■今後の進め⽅について確認しあう各プロジェクトチームの様⼦ 
㈱あわわ担当者とインターンシップ⽣（左）/ ⼤塚テクノ㈱担当者とインターンシップ⽣（右） 
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実践⼒養成型インターンシップ最終報告会 

 

（１）主旨・⽬的 

   受⼊団体担当者、事業協働機関担当者、徳島⼤学学⽣及び教職員等を招き、インターンシップへ
の取り組み内容、成果、得られた学びを報告する最終報告会を実施した。取り組みと成果だけでは
なく、インターンシップでのつまずき、苦労などの振り返りと、そこで⾏なった⼯夫を報告するこ
とで、得られた学びを⾃覚する効果を図った。 

 

（２）⽇時 

  平成 29 年 1 ⽉ 21 ⽇（⼟）13：00〜16：30 

 

（３）場所 

  徳島⼤学常三島キャンパス 地域連携プラザ 2 階 けやきホール 

 

（４）参加者数 

 受⼊団体（報告者）：10 名  

 インターンシップ⽣（報告者）：30 名 

 企業、⾏政関係者：37 名 

 ⼤学⽣：24 名 

 その他⼀般参加者：4 名 

 徳島⼤学職員：25 名 

 計：141 名 

 

（５）プログラムの流れ 

   各企業・団体ごとに、インターンシップ⽣と受⼊担当者より、各プロジェクト 15 分間の成果報告
を⾏った。インターンシップ⽣からは①取り組んだミッションの内容、②インターンシップに参加
した⽬的、③プロジェクトのプロセスと得られた学びや気づき、④成果の 4 点を報告、受⼊団体か
らは、インターンシップ実施の結果社内や社員に起こった変化と、全体を通してのレビューをいた
だいた。 

 

プログラム 時間 担当者 内容・プロジェクト 

開会 13：00〜13：05 
吉⽥ 和⽂ 

（理事・副学⻑） 
開会挨拶 

事業説明 13：05〜13：20 
⽟ 真之介 

（COC+推進本部推進監） 

COC+事業について 

実践⼒養成型インターンシップについて 

プロジェクト報告① 13：20〜13：40 
(株)QLiP 

プロジェクトチーム 

①プログラミング教育認知拡⼤イベントの企画運営 

②新規プログラミング教育の授業カリキュラムを提案 
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プロジェクト報告② 13：40〜14：00 
(SC)上勝学舎 

プロジェクトチーム 

①新規棚⽥オーナー獲得のための営業ツールを作成 

②かやぶき⺠家の有効的な利活⽤法を提案 

プロジェクト報告③ 14：00〜14：20 
(社)徳島新聞社 

プロジェクトチーム 

①若者が新聞を⼿に取るための仕組みを提案 

②徳島新聞ヤング⾯(ニチヤン)の企画/取材/執筆 

プロジェクト報告④ 14：35〜14：55 
(株)あわわ 

プロジェクトチーム 
取材やイベントを通し 30 ⽇間で 1000 ⼈と繋がる 

プロジェクト報告⑤ 14：55〜15：15 
(NPO)マチトソラ 

プロジェクトチーム 

メイン事業「うだつマルシェ」のリピーター率と客単価

を上げる⽅策を提案 

プロジェクト報告⑥ 15：15〜15：35 
(有)樫⼭農園 

プロジェクトチーム 
経営理念を反映した HP のグランドデザインを提案 

プロジェクト報告⑦ 15：35〜15：55 
⼤塚テクノ(株) 

プロジェクトチーム 

経営戦略に基づいた⼈材採⽤のための効果的なツールの 

作成 

講評 15：55〜16：10 
⼭中 英⽣ 

（COC+推進本部推進監） 
各プロジェクト報告に対する講評 

閉会 16：10〜16：15 
⾼⽯ 善久 

（理事・副学⻑） 
閉会挨拶 

 

（６）報告会の様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■COC+事業の説明をする⽟推進監      ■㈱QLiP インターンシップ⽣の成果報告の様⼦ 

■会場の様⼦ 
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（７）個別プロジェクトの報告概要 

【株式会社 QLiP】 

プロジェクト① 世界のプログラミング教育をリサーチせよ！ 

■プロジェクトの内容 

海外のプログラミング教育の事例をリサーチし、それをもとにカリキュラムを作成。QLiP が⾏ってい
る⼩中学⽣向けのプログラミング講座でそれを実践する。 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉  海外のプログラミング教育における先進事例を調査した。 

9 ⽉  調査をもとにインターン⽣が各々授業カリキュラムを考案し、担当者の前で模擬授業
を⾏なった。 

10 ⽉  スクールに通う⼦供たちに対し 2 回にわたって授業を実施した。 

11 ⽉  企業内にて報告会を⾏い、授業を⾏っての反省と改善点を踏まえたカリキュラムを提
案した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

北藤 恵莉 ⼯学部 3 年⽣ リーダー 

井上 拓磨 ⼯学部 2 年⽣  

松⽥ 悠希 理⼯学部 1 年⽣  

 

プロジェクト② こどもに発信！プログラミングは⾯⽩い 

■プロジェクトの内容 

近隣の⼩中学校にプログラミングについてのアンケートを実施し、そこから「ゲームは好きだがプログラミ
ング（⾃分から作り上げること）に興味のない」学⽣のニーズを推測する。それらの学⽣がプログラミング
に興味を持てるようなイベントを企画し実践することでさらなる普及拡⼤のヒントを⾒出す。 

■取り組みのスケジュール 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

元⽥ 遥 ⼯学部 4 年⽣ リーダー 

幡地 智彦 ⼯学部 3 年⽣  

8 ⽉  QLiP 主催のプログラミングイベントに講師補佐として参加し、普段のイベントの様
⼦や改善部分を観察した。 

9 ⽉  近隣の⼩中学校にアポイントメントを取り、⽣徒にプログラミングの認知度を調査す
るためのアンケートを作成した。 

10 ⽉  アンケート結果を元に「親⼦参加型」のプログラミングイベントを企画した。イベン
ト開催に向けた広報活動ならびにイベント準備を⾏った。 

11 ⽉  イベントを実施し、参加者から集めたアンケートの集計などを⾏い、イベントの提案
書として報告書をまとめて提出した。 
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 メンバー全員が⾃分のことで⼿⼀杯で他メンバーの活動まで考えられず、チームプレーができなかっ
たという反省点が挙げられる。もっと情報共有をこまめに⾏い、お互いに意⾒を出し合うなどできて
いれば改善されていたのではないかと思う。 

 事例調査とカリキュラム考案を別々の作業として捉えており、先進事例の調査結果を授業内容に充分
に活かせなかった。それぞれの作業の「⽬的」を頭にいれておけばこのようなことにならなかっただ
ろうと思う。 

 実際の仕事を⾏うことで⾃分の将来像を具体的にイメージすることができた。 

 ⼤学での専攻分野（教育⼯学）との関係や、プログラミングを実際の仕事として活かしていきたいと
の思いからこのインターンに参加したが、実際に働いてみると思ったよりも事務作業が多かった。仕
事は⾃分の興味があることばかりではないということを知り、やりたいことだけでなく、やらなけれ
ばならないこともきちんと納得してやっていけるようにならないといけないと感じた。 

■受⼊団体担当者コメント 

 本来の業務ではないインターンシップに時間をとられて、本業の⽅がおろそかになってしまうのではな
いかという懸念があったため、対策として、①⽬的を明確にして決して変更しないこと、②納期を設
定することの 2 点を事前にしっかりと決めておいた。本来の業務ではないという意識から優先順位が下
がり、後へ後へと時期をずらして、結果的にコストが膨⼤になってしまう、というリスクを回避するた
めのものであった。 

 ⼦供達にとって歳の近い⼤学⽣は良いメンターと成りうるのではないかという期待に対して期待以上
の効果があった。⼦供はもちろん、保護者からも⼤学⽣講師の評判は⾼かった。 

 学⽣ならではの観点で⾯⽩いイベントや授業ができるのではないかという期待に対しては、期待以上に
はならなかった。ガントチャートでタスクをガチガチに縛ってしまったが故に、学⽣の⾃由度を奪って
しまったのではないかという反省もある。 

 社内の新⼈教育体制を確⽴させたいという期待に対しては点数をつけるなら 50 点であった。新⼈の教
育に関してどのようなフォローが必要かは洗い出せたものの、仕事に対するモチベーションややる気の
低下が起きたときのフォローアップの仕⽅といったところまでは踏み込めなかったのが残念であった。 

 インターンシップを通しての⽬的として、⼀⼈でも多くの⼦供たちにプログラミングに触れてほしい、
ということを掲げていた。インターン⽣の満⾜度、企業の達成度で⾔えば 100％とは⾔えないもののこ
の 1 番の⽬的に対しては達成できたと⾃負している。 
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【徳島⼤学地域創⽣センター 上勝学舎（サテライトキャンパス）】 

プロジェクト① 新規棚⽥オーナー獲得のための営業ツールを作成せよ！（樫原地区） 

■プロジェクトの内容 

棚⽥の持ち主（地元住⺠）および棚⽥オーナー、オーナー制の運営主体である NPO 法⼈にヒアリングを⾏い、
棚⽥紹介パンフレットを作成する。 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉  本格的な調査の前に現地を事前視察するため、第 1 回現地調査を⾏った。 

9 ⽉  棚⽥オーナー制や⽂化的景観に関して地元住⺠にヒアリングを⾏うため、第 2 回現地
調査を実施した。 

10 ⽉  引き続き地元住⺠へヒアリング調査（第 3 回/第 4 回現地調査）を⾏う中で、棚⽥資
源を⽂化的景観として誇りに思いつつも、⽂化的景観に指定されたことによる様々な
制約が地元住⺠の⽣活を圧迫しているという事実に直⾯した。  

11 ⽉  受⼊先と協議の結果、インターンの⽬的を地元住⺠と運営主体である NPO 法⼈を交え
て「オーナー制のこれまでとこれから」を話し合う座談会を開催することへと変更し
た。 

12 ⽉〜2 ⽉  座談会の企画ならびに、座談会で使⽤する資料として、①地元住⺠からのヒアリング
内容と新規オーナー獲得のための提案をまとめた報告書 ②棚⽥紹介パンフレット 
を作成した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

中⾕ 篤⼈ 総合科学部 1 年⽣  

表原 宏樹 総合科学部 2 年⽣  

※⼋重地地区（プロジェクト②）のメンバーと協同でプロジェクトを進める。 
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プロジェクト② かやぶき⺠家の利活⽤を考える！（⼋重地地区） 

■プロジェクトの内容 

⼋重地集落に住む住⺠へのヒアリング調査などを通して、集落にあるかやぶき⺠家の有効的な活⽤⽅法を提
案する。 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉  本格的な調査の前に現地を事前視察するため、現地調査を⾏った。 

9 ⽉  かやぶき⺠家の有効的な活⽤⽅法を探るため、地元住⺠へのヒアリングを⾏った。 

10 ⽉  地元住⺠へのヒアリングを⾏う中で、「集落の課題を解決するための古⺠家のあり⽅」
を考察するためには、まず「集落の複雑なコミュニティと 1 ⼈ 1 ⼈の多様なニーズを
把握する」必要があることに気づく。 

11 ⽉  受⼊先と協議の結果、インターンの⽬的を地元住⺠の交友関係（コミュニティ）と 1

⼈ 1 ⼈の困り事を調査し、地域化偉⼤の解決・古⺠家の活⽤に向けた基礎調査をする
ことへと変更した。 

 全住⺠へのヒアリング調査を完遂するため、サークルの部会でプレゼンするなどして
9 名の調査協⼒者を集め、協⼒者に対し、上勝町基礎知識やヒアリングノウハウを教
える講習会を企画して実施した。 

12 ⽉  インターン⽣および協⼒者で集落の全住⺠⼀⻫ヒアリング調査を実施した。 

1 ⽉〜3 ⽉  ヒアリング調査の結果をもとに困り事をまとめるとともに交友関係をエクセル相関
図としてまとめ、提出した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

久保 ⽂乃 ⼯学部 3 年⽣ リーダー 

篠原 諒⼦ 総合科学部 3 年⽣ 補佐 

清⽔ 杏咲 総合科学部 2 年⽣  

※樫原地区（プロジェクト①）のメンバーと協同でプロジェクトを進める。 
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 地域に⼊るということを実際の現場で体験できたことが⼤きな学びであったと同時に、個⼈のスキルの
未熟さを痛感した。 

 地域で働くという選択肢が今までなかったが、そういう選択肢もあるということが分かり、職業選択の
幅が広がった。 

 ミーティングの中で、インターン⽣がお互いに助けられたことや備えるとよいことを意⾒し合う機会が
あった。半年間という⻑期間、引くに引けない現場でチームとして取り組んできたからこそ⾒えてきた
それぞれの個性があった。他者から客観的に⾒た「⾃分」を教えてもらうことで、今まで向き合うこと
のなかった「⾃分」というもの向き合う機会となった。 

■受⼊団体担当者コメント 

 インターンシップ受⼊にあたり、インターン⽣を「学⽣」ではなく上勝学舎の「社員」として扱ってほ
しいということを聞かされていたが、⾃分⾃⾝も地域おこし協⼒隊として社会に出たばかりで、上司と
しての⾃覚やスキルが備わっていない状況であった。 

 何度も事業の⽬的を⾒失うこともあり、学⽣にも不安な想いをさせてしまったことと思う。しかし、そ
んな中でも学⽣たちが頑張り、⾃分 1 ⼈では集められないような⾃分には話してくれないような地元集
落の⼈たちの声を集めることができたのはよかったと思う。 

 ⼈の上に⽴つことの難しさを知り、その分⾃分⾃⾝も成⻑できたと思う。 

 今回のインターンシップでは本当に様々な視点から多様な意⾒が出てきた。意⾒が多様化することで、
インターンの⽬的が最初のものからどんどん変わっていってしまうということもあった。似たようなこ
とは学舎がテーマの 1 つとしている『持続可能な集落再⽣』を⾏っていく中でも出てくる。多様な⽴場、
考え⽅の⼈間が共同で集落再⽣に取り組む際、直⾯する問題に今回のインターン⽣たちがぶつかってし
まった。 

 地域に⼊って活動していきたいと⾔う学⽣たちにとっても、⼤きな成⻑になったのではないかと思う。 
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【⼀般社団法⼈徳島新聞社】 

プロジェクト Wants から始める新聞作り 

■プロジェクトの内容 

Wants から始める新聞作り 

■取り組みのスケジュール 

9 ⽉  若者に⼿にとってもらう為の要素として①共感性があること、②タテ（教師や親）で
もヨコ（友達）でもないナナメの関係（⾃分の⼀歩先を⾏くロールモデルとなる⼈）
があること、③読者と取材相⼿がつながる紙⾯であること、④インターネットのよう
に双⽅向性があることの 4 つを掲げ、記事テーマ「サーフィン」 の執筆に向けた打
合せを⾏なった。 

10 ⽉  県内在住のプロサーファーやサーフィン部などに対して⾏った取材に基づき記事を
執筆した。（10 ⽉ 30 ⽇徳島新聞朝刊に掲載） 

11 ⽉  第 2 弾の記事テーマ策定のための打合せを⾏なった結果、テーマを「夢・進路」に決
定した。 

 ⼤学⽣ 100 ⼈アンケートの実施や、県内在住の夢を追う若者を取材した。 

12 ⽉  取材に基づき記事を執筆した。（12 ⽉ 11 ⽇徳島新聞朝刊掲載） 

1〜3 ⽉  徳島市内の⾼校に通う⾼校⽣ 1300 ⼈を対象に「新聞に対する意識ならびに⾼校⽣
の嗜好」を調査するアンケートを実施し、若者が⼿に取る新聞に関する提案をま
とめプレゼンテーションを⾏った。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

⽚倉悠暉 ⼯学部 3 年⽣ リーダー 

⼤住歩 総合科学部 3 年⽣ 補佐 

松⽥春菜 総合科学部 3 年⽣  

末菅悠⼈ 総合科学部 3 年⽣  

⻄村⾹穂 総合科学部 3 年⽣  

⾼江真由⼦ 総合科学部 1 年⽣  
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■活動の様⼦ 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 メンバー間での情報共有不⾜がモチベーションを低下させる要因になっていた。⾃分達は情報共有の
本質を理解していなかった。伝える側は「決まったことを伝えればそれでいいだろう」と LINE の⽂
⾯だけで終わらせていたし、聞く側も読むだけで終わらせていた。伝える側は相⼿の理解度を確認し
ながら話をするべきだし、聞く側も相⼿の⾔葉をかみくだき疑問点を確認しながら聞くべきであっ
た。 

 メンバーがミーティングに来なくなるという問題が起こった時、⾃分達はそのメンバーへの怒りや
「なぜそんなことをしたのか」ということを考えるのにエネルギーを割いてしまった。これは徳島新
聞社から「期間限定の契約社員」として扱われていることの認識が不⾜しており、学⽣気分でいたこ
とが招いたのだと思う。社員であれば問題があっても職務の遂⾏を第⼀に考え⾏動するだろう。メン
バーが⽋けたらまずは残りのメンバー全員でそれをカバーし、成果を残すことにエネルギーを割くべ
きだった。 

■受⼊団体担当者コメント 

 学⽣＝読者に近い年齢層の記者ということで、若者のニーズを反映した紙⾯ができたこと、特に夢を
テーマにした 2 回⽬の新聞記事は社内での評価も⾼かった。 

 ⾃分の担当している紙⾯は毎回同じチーム・同じ⼈間でやるわけではないので、都度メンバーは変わ
る。インターンということを利⽤して、今まで組んだことのないような⼈に声をかけてチームを組ん
でみたり、新しいことを始めてみたりできたのは社内にとっても良い効果だった。 

 インターンシップの期間が、もともと⻑期であったのが、様々な要因もあり、かなり⻑期になってし
まった。そんな中で、授業・アルバイト・部活動などの他の活動とのスケジュール調整が難しく、イ
ンターンシップの優先順位が下がることもあった。 

 モチベーションが低下しているなと感じたときのフォローの仕⽅に課題を残した。 
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【株式会社あわわ】 

プロジェクト あわわ★繋がるプロジェクト 

■プロジェクトの内容 

 『あわわ』の様々な業務を通じて街と繋がることを体感してもらう。 

 新しい店や特集記事の取材、街頭アンケートやインタビューを通じて、30 ⽇間で 1000 ⼈と繋がること
を数字⽬標として取り組んでもらう。 

 繋がる中でインターン⽣⾃⾝が地域の課題を⾒つけ、解決するための企画⽴案を⾏う。 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉〜11 ⽉  1000 ⼈と繋がることを数値⽬標に、店頭での読者調査、街頭アンケート、取材同⾏な
どを⾏い、8 ⽉から 12 ⽉までで 810 ⼈の⼈と繋がった。その中で「徳島県⺠は地元へ
の愛着が強くイベントも多数開催されているが、若者（特に⼤学⽣）が地域に出てい
ない」という徳島の課題を発⾒する。 

12 ⽉  若者（⼤学⽣）が街に出るようになれば徳島は元気になるのではないかと考え、⼤学
⽣対象のイベント「おやこん」を企画した。『お酒がなくても楽しめるおやつコンパ』
がコンセプトのこの企画は、初対⾯の⼈と話すのが苦⼿な⼈、合コンに参加する勇気
がない⼈などでも参加しやすいようにと考えられた。総勢 50 名近くの⼤学⽣が参加
した。 

1 ⽉  「おやこん」の広報・集客、運営を⾏う。参加者へのヒアリングやアンケートの結果
から『徳島の若者は遊びたくないわけではなく、きっかけを探している』ということ
が分かり、⼤学⽣と街をマッチングさせる機会の創出ができれば徳島をもっと元気に
できるのではないかと提案した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

⼩湊湧⼆郎 総合科学部 3 年⽣ リーダー 

森岩晃平 ⼯学部 3 年⽣  

前川壱成 ⼯学部 2 年⽣  
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 あわわで働く社員の姿勢を間近で⾒ることで、仕事に対するモチベーションの保ち⽅を考える機会に
なった。 

 ⾃分のモチベーションの上がり下がりは「何のためにその仕事をするのか」という仕事の意義を常に
持てているかどうかであるということが分かった。 

 「おやこん」はほぼ⾃分達に企画運営を任せてもらえた。インターン⽣にここまで任せてくれる、や
りたいと⾔ったことにチャレンジさせてくれたあわわ様に感謝。 

■受⼊団体担当者コメント 

 受⼊担当だけでなく、社員全員がインターン⽣のことを後輩だと思って取り組めたことがよかった。 

 若⼿社員のモチベーションが上がったということが、社内における 1 番の成果だと思う。 

 受⼊側としてインターン⽣のサポートが不⼗分だった。 

 夏休み期間中はインターン⽣がそろって出社することができたが、授業が始まると予定をあわせるの
が難しく、バラバラで活動することが多くなった。受⼊側としてそのあたりも予⾒してスケジュール
を組んでいればよかった。 

 現場の⾊々な仕事をやってもらったため、優先順位のつけ⽅で学⽣は混乱してしまった。⾃分達にと
っては経験則で分かるものでも、学⽣にとってはそうではなく、まずはそこを丁寧に教えていればよ
かったというのが反省点としてある。 

 1 つの成果として「おやこん」という彼らが⾃ら考えた企画を広報・集客して運営まで成功させたと
いうのがある。ほぼインターン⽣だけで⾏った企画。 

 初めは積極性が⾜りないと思っていたインターン⽣だが、『任せる』ことで⾃発的に動くようになり、
積極性も⽣まれたことが受け⼊れ側の企業としても勉強になった。 

 我々では思いつかないような学⽣⽬線の新しいアプローチに刺激を受けた。 
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【NPO 法⼈マチトソラ】 

プロジェクト 調査！うだつマルシェ 

■プロジェクトの内容 

NPO 法⼈マチトソラのメイン事業である「うだつマルシェ」の実態を調査し、客単価とリピーター率向上の
ための提案を⾏う。 

・うだつマルシェの現地事前調査（7 ⽉上旬） 

・うだつマルシェ当⽇・会場にてアンケート調査を実施（7 ⽉ 30 ⽇） 

・報告と提案（9 ⽉下旬） 

■取り組みのスケジュール 

7 ⽉  客単価とリピーター率向上のための提案を⾏うため①うだつマルシェの主催者、②う
だつマルシェへの出展者、③来場者（⼀般客）の 3 者に対してアンケート調査を実施
した。 

8 ⽉  アンケートを集計し、うだつマルシェの課題や改善案等をまとめた提案書を作成し
た。 

9 ⽉  提案書を元にスライドを作成し、受⼊団体にて成果報告プレゼンテーションを実施し
た。 

10 ⽉〜11 ⽉  報告会に参加できなかった⽅々にも閲覧してもらえるよう、成果報告会の様⼦を撮影
した動画を編集し web 上の動画サイトに投稿した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

髙畑優希 総合科学部 3 年⽣ リーダー 

楢村千晶 総合科学部 3 年⽣ 補佐 

宮⽥英知 総合科学部 3 年⽣  

野村雄⾶ 総合科学部 4 年⽣  
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 街づくりを⾏うための経験値やマーケティングの⼿法を学ぶことができた。 

 それ以上に、今後仕事をしていく中で、チームとしてプロジェクトを達成するためにはどんなことが
必要か、というのが実体験を伴ってわかったことが最も⼤きな学びである。スケジュール管理の⽢さ
や情報共有不⾜によるチームワークの乱れ、話し合いを進めるに連れて最初の⽬的は何だったかを⾒
失ったことによる提案（成果物）のズレなど、今回の反省は⼤きく活きると思う。チームで何かを成
し遂げることの難しさを学んだ。 

■受⼊団体担当者コメント 

 「まちづくり」という不透明なものに対して、プロジェクトを達成させるためには何が必要なのか、
というのに気づかされた⾯があった。 

 マチトソラと事務局側との事前打合せが⾜りなかったと思う。責任の配分や学⽣にどこまで担っても
らうかなど、しっかりすり合わせを⾏うべきであった。 
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【有限会社樫⼭農園】 

プロジェクト あぐりビジネス ももりこプロジェクト 

■プロジェクトの内容 

企業理念を反映したホームページのグランドデザインを⾏う。 

・HP にどんな要素を盛り込むかを検討（コンテンツの洗い出し） 

・農園の取材、職員へのインタビュー等を実施（HP に反映） 

・ページの作りこみ（イラストレーターなどを使⽤） 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉  調査を⾏うマーケティングチームと実際に HP デザインを起こしていくデザインチー
ムに分かれて作業を進めた。 

 樫⼭農園の企業理念を理解するためにヒアリングおよび農場・設備⾒学を実施し、HP

掲載コンテンツの洗い出しを⾏った。 

9 ⽉  ヒアリングや施設⾒学を元に HP のベース案を 5 案作成した。 

 樫⼭専務にプレゼンテーションを実施し、HP のベースとなるデザインが決定する。 

10 ⽉〜12 ⽉  従業員へのヒアリングや HP の素材写真の撮影などを⾏い、HP のグランドデザインが
完成するも、第三者から「経営理念を全⾯に推しすぎて消費者を意識したデザインで
はなくなっている」、「チーム制で進めたために別ページと内容の重複がある」等の指
摘を受けて、構成から検討し直すことを決定する。 

1 ⽉  第三者の指摘を元に構成し直し、完成版のデザイン案を受け⼊れ先に提出した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

藤井悠司 ⼯学部 3 年⽣ デザインチームリーダー 

向井⿇美 ⼯学部 3 年⽣ 補佐 

松本拓真 ⼯学部 3 年⽣  

岡⽥佳奈 ⼯学部 3 年⽣  

清⽔佑真 ⼯学部 3 年⽣  

若⽊宏樹 ⼯学部 3 年⽣  

久島春⾹ 総合科学部 2 年⽣  

⼩林楓 総合科学部 1 年⽣  
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 HP 作成の専⾨家がいないため、これで正しいのかと⼿探り状態で進めたことと、⼈数が多く仕事を
適正に割り振れなかったことで、次第にメンバー内で仕事量やモチベーション、打合せでの発⾔量に
差が出始めてしまった。そこからチーム全体でのコミュニケーションが不⾜し、メンバー内で不信感
が⽣まれてしまった時期もあった。 

 モチベーションに差が在ると感じたとき「⾃分はやるべきことをやっている」、「⾃分がやらなくても
誰かがやってくれる」といった『⾃分のこと』を考えるのではなく、⽬標達成のために『チーム全体
として何ができるか』を考えていくことが⼤事であると学んだ。 

 樫⼭専務から⾔われた、「⾃分が変われば環境が変わる」という⾔葉が印象に残っている。 

 モチベーションの差を認識したときに、もっと⾃分をよくする⾏動をとって周りを変えていくべきだ
ったと感じた。これは樫⼭専務の⾔っていたことをまさに体⾔したもので、『⾃分』というものを試
されていた瞬間だと思う。 

 社会に出た時に同じような状況になったとき、この⾔葉と今回の経験を思い出し、指針としていきた
いと思う。 

■受⼊団体担当者コメント 

 徳島⼤学というのは今まですごく遠い存在だった。それが今回このような機会を得られて素晴らしい
学⽣との出会いがあったのは本当に嬉しかった。 

 1 番の反省点は、インターン⽣の⼈数が多いということの⼤変さを認識していなかったこと。（樫⼭
農園様は受⼊企業中最多の 8 名受⼊） 

 農業という職の性質的なものもあり QLiP さんのようにガントチャートでスケジュールをしっかり管
理するということもできておらず、その場しのぎの対応になってしまったことが反省点。 

 組織化を図るにあたって社員とも理念の共有が必要になるが、インターンシップを進める中で学⽣に
企業理念を伝える機会があり、本当の意味で「理念を共有する」ということの難しさも痛感した。そ
の⼀⽅で、関わり続けていくことで必ず伝わるということも気づかされた。 

 社内への効果としては、作成途中のＨＰなどを起点に社員の意識が⾼まったことが挙げられる。社員
から「専務が⾃由に⾶べるように僕は現場をしっかり責任もってまわします」というような声も聞こ
え、来年はそう⾔ってくれた社員をインターンに関わらせようかと考えている。 
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【⼤塚テクノ株式会社】 

プロジェクト テクノな未来を考える 

■プロジェクトの内容 

 経営戦略に基づいた⼈材確保のためのツールを作成する。 

 具体的には①2018 年度採⽤に向けたパンフレットの作成、②就職・企業説明会で使⽤するスライドの
作成の 2 点を成果物として活動してもらう。 

☆進めていくための⼿段・⼿法☆ 

 社内インタビュー、業界リサーチ、内定者インタビューなどを⾏い、仮説を⽴て社内の承認後、成果
物の作成を⾏う。 

■取り組みのスケジュール 

8 ⽉  他社の企業紹介パンフレットを取り寄せ、それぞれからパンフレットづくりに活かせ
る点・改良点などの洗い出しを⾏った。 

9 ⽉ 就活⽣の求める情報は何か学⽣⽬線で考えた結果「企業の優れた技術や製品情報」ではな
く、「⾃分がその企業で働く際のイメージが持てるか」であるとの観点から、働く⼈の声や、
1 ⽇のスケジュール、余暇の過ごし⽅などに焦点をあて、製品情報についてもそれをつくる
「⼈」と関連付けて紹介するよう⼯夫した。 

 働く⼈の声を集める為に社内各部署でのインタビューや写真撮影を⾏い、完成したパ
ンフレット案の印刷にあたっては業者の選定・コスト計算までを⾏った。 

10 ⽉  リクルート⽤の企業紹介パンフレットおよび企業説明会⽤スライドが完成し、役員前
成果報告会を実施するとともに、完成物を提出した。 

■プロジェクトメンバー 

⽒ 名 学 部 学 年 備 考 

納多⾥奈 総合科学部 3 年⽣ リーダー 

⻘⼭晃奈 総合科学部 2 年⽣ 補佐 

⾕和紀 総合科学部 3 年⽣  

吉川直弥 ⼯学部 3 年⽣  
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■活動の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターンシップ⽣コメント 

 スライドの案を提出した時に「学⽣独⾃のアイデアが反映されていない」、「改善はされているが根本
的・⾰新的な改⾰はできていない」とやり直しを指⽰され、悔しさや「このままではプロジェクトが
成功しない」という追いつめられた気持ちになった。そこで 1 ⽇リフレッシュ期間をおき、メンバー
各々が今後どうするかを考えてくるようにした結果、意地でも認められるスライドを作ってやる、と
いう⾵に気持ちに変化が⽣じた。 

 個々⼈にタスクを持たせ、責任感を持たせて仕事を⾏ったので、スムーズに作業が進んだ。具体的に
は①全員で⽅針を考える、②次のミーティングまでに必要なタスクを洗い出し分担する、③各⾃作業
を⾏ってくる、④ミーティングの場で全員がアイデアを共有・改善する、という流れである。全員で
集まれる貴重なミーティングの場をいかに有意義なものにできるかが⼤事だったと思う。 

 

■受⼊団体担当者コメント 

 単なるインターンでは業務の負担になり、当初は受⼊を断ろうと思っていたが、学⽣を「お客様」で
はなく「課題解決の戦⼒」として扱ってほしいと事務局から話があり、受⼊に踏み切った。 

 学⽣から出てきた「学⽣⽬線」の成果物により、今まで我々が⾃⼰満⾜的に採⽤活動をしていたと気
づかされた。 

 インターンで実施した社員インタビューで「仕事のやりがい」などを聞かれることによって、社員が
初⼼に⽴ち返り、改めて仕事への取り組み姿勢を考える機会となった。 

 インターン⽣のフレッシュさ、熱さをみて、⼊社当時の気持ちを思い出す社員もいた。 

 限られた期間の中でプロジェクトリーダーとしてゴールまでたどりつかないといけないという経験
をして、受⼊担当者である若⼿社員の成⻑になった。 
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（８）アンケート回答まとめ 
① ご意⾒・ご感想について（⾃由記述欄より） 

学⽣の取り組み姿勢・成⻑について 
 学⽣の成⻑という点ではどのプロジェクトも有効であったと思う。（企業） 

 ⻑い社会⼈⽣活で⼀番ありがちな、挫折や⽬標を⾒失ったりすることを、全員で体験したと
思われる上勝学舎のような PJ をもっと増やしてもいいように思う。（しっかりとフォローす
る必要があるが）（企業） 

 学⽣の取り組む姿勢を⾒ることができた。（企業） 

 学⽣のうちにいろいろ体験できてこういう体験こそ必要だと思った。（企業） 

 学⽣の皆さんの璐⼒する姿に刺激をいただいた。（企業） 

 必ずしも結果を優先するということではなく、企業の既存社員では発想できないような視点
を持った学⽣の取り組みが理想的だと思われる。（企業） 

 チームワーク、グループワークの経験が少ない中、思いの外内容の濃いプレゼン及び PJ 結果
（成果）になっているように思う。学⽣の皆さんは⾃らのインターンシップを誇りに思って
よいと考える。（⼤学関係者） 

 学⽣は授業があり、経済的理由から学費も⾃分のアルバイトから出しているという環境の中、
多くの時間を使ってインターンシップをよくぞここまで終えることができたなと思う。（⼤学
関係者） 

 この発表の⽬的が後輩に向けて反省点や失敗点を発表することであるとどなたかが述べてい
ましたが、素直に反省点を発表している点は好感が持てた。（⼤学関係者） 

 積極的な学⽣が意外に多いことにも感⼼した。（⼤学関係者） 

 

実践⼒養成型インターンシップの主旨・狙いについて 

 従来の「仕事を体験する」インターンシップとは違い、実践⼒養成型インターンシップとい
うことで、新鮮な気持ちで楽しく聴かせていただいた。（企業） 

 課題を与え、それを解決していく問題解決⼒のある⼈材を徳島に！という⽬的でこのインタ
ーンシップが実施されていると知り、仕事をしていく上で本当に必要なのはその⼒であると
改めて感じた。（企業） 

 ⻑期間ということで企業負担が⼤きいイメージだったが、学⽣の持ち味と企業の困りごとを
マッチングさせ、⽬的を共有することができればお互いにとって⼤きなメリットになるのだ
と感じた。（企業） 

 「戦⼒」という⾔葉が出たが、それなら企業としても受⼊を検討しやすいと感じた。（企業） 

 数ヶ⽉という⻑期といえども短期間の中で成果や貴重な体験が⽣まれている。企業や団体の
スタッフの⽀援もあると思うが、⾮常に成功している取り組みだと感⼼した。（⼤学関係者） 

 学⽣が⽢やかされずに扱われたことは⼤変良かった。（⼤学関係者） 

 お客様扱いしないという⽅針が良かったと感じた。受け⼊れ先の社員教育にもなっているよ
うに感じた。（⼤学関係者） 

 ミッションがあることで、インターンシップの⽬的がぶれないのだと感じた。（⼤学関係者） 
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 ⻑期間のメリットを活かし、軌道修正を加えて学⽣の気付きなどできていたことは内容以上
の成果が得られたのではないか。（⼤学関係者） 

実践⼒養成型インターンシップの進め⽅について 

 インターンシップに取り組む中で振り返りをどのように⾏うかが⼤切でかつ難しい問題であ
ると感じた。（⼤学関係者） 

 学⽣へのマネジメントをどこまでやるかは難しい課題であると感じた。（⼤学関係者） 

 初年度のため試⾏錯誤に苦労された点も多々あったようだが、いずれのチームの報告も正直
にそれを⾒つめ、反省の中に成⻑を感じさせる印象深いものだった。半年⾜らずという短い
期間にできることの限界があったと思うが、この経験をぜひ次年度以降の取り組みにつなげ
て欲しいと思う。（⼤学関係者） 

 学⽣の実施結果、企業側の実施結果に対する PDCA が確⽴され、⾃企業へも応⽤できることを
明確化していたこと。結集として双⽅が win-win だと感じられた。（⼤学関係者） 

 

インターンシップ開始前の準備段階について 

 多くの報告においては、学⽣だから未熟であったという部分が反省点として挙げられていた
が、準備段階での企業及びメンバー間でのレベルと⽅向性を合わせるという点が不⾜してい
たように感じられた。（企業） 

 インターン⽣の話していた失敗点の中で「情報共有不⾜」、「インターン⽣としての⾃覚の
なさ」が挙げられていたが、受け⼊れ企業としても受け⼊れを⾏う以上、何か得るものがあ
ってインターンを完了させたいと考えているのだろう。インターン⽣が⾃覚と責任を持って
参加できるように運営側がサポートを厚くしてみてはどうか。（企業） 

 

報告会のスタイルについて 

 学⽣さんのスライドを使ったプレゼンは、もっと基本的な作法を尊重した⽅がよいと思う。
（⼤学関係者） 

 座席指定は誰のための報告会かを意識された結果でしょうか？よいとは思わない。（⼤学関係
者） 

 報告会ではタイムテーブルを重視、質問者数を制限すべき。（⼤学関係者） 

 インターンに取り組む学⽣のモチベーションについて報告（分析）していたので⼤変参考に
なった。（⼤学関係者） 

 報告の⽅では課題を達成できたか否かと合わせて、⾃分たちのモチベーションを客観的に分
析し、モチベーション維持の⽅法についても触れていたので興味深かった。（企業） 

 課題解決に対する解答が出せたのかどうかがはっきりしなかったものもあったので知りたか
った。（当初の⽬標に対してどこまで達成できたのかを知りたかった）（⼤学関係者） 

 

プロジェクトの内容について 

 企業が関わる以上はある程度の成果物を残す必要があると考える。（企業） 

 企業によって取り組み姿勢・内容に⼤きな差があると感じた。（企業） 
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 チームによってミッションの理解に差があるように感じ、改めて受け⼊れ側企業の苦労が⾒
られた。（企業） 

 あまりハードルを上げるとインターンシップに参加する学⽣が集まりにくくなるので難しい
問題だと思う。（企業） 

その他 

 学⽣の仕事に対するイメージを決める⼤切な取り組みなので、しっかり参考にして、当社の
インターンシップに⽣かしたい。（企業） 

 発表を聴きながら⾃社の若⼿と重なることもあり、勉強になった。（企業） 

 企業が⼤学と、学⽣とどのように関わっていくべきなのかもっと話を聞きたかったので、企
業側のスライドも⾒てみたい。（企業） 

 創業期の企業での受け⼊れも興味がある。（企業） 

 学⽣が⼤切にしている点、⾒落としがちな点など参考にすることができた。（企業） 

 学⽣側が求めていたこと、描いていたこと、またそのギャップなど学⽣のモチベーションを
知ることができる好機となった。（企業） 

 企業の協⼒姿勢に驚いた。企業にとってもこの事業は⽬に⾒える利益以外のものが⼤きいの
だろうか。（⼤学関係者） 

 

② 次年度の実践⼒養成型インターンシップについての改善点（⼤学関係者⾃由記述欄より） 
 学⽣は「授業」のイメージを持っているはずなので、主体的に⾃ら動くプロジェクトワーク

の意識を始めから持たせる仕組みが⼤切である。 

 学⽣はチーム（グループ）ワークの経験がない。事前トレーニングが必要になるだろう。 

 正課になるということなので、学習上の⽬的、到達⽬標との関係でどこまで出来たのかを知
りたい。 

 ⾮常に難しい点だが、各々の取り組みの定量的評価と合わせてすべての取り組みに対しての
評価⼿法を検討する必要があるのではないか。 

 教室や受け⼊れ先の学⽣へのサポート（マネジメント）をどこまでやるのかをはっきりさせ、
またその結果を知りたい。 

 受け⼊れ先との調整の難しさがあると思うが、理⼯系や医療系学⽣にふさわしいインターン
シップの事例があればよい。 

 受け⼊れ側の企業の⽅々の協⼒と労⼒に⾒合うベネフィットの確保をしっかりし、参加学⽣
にも意識させなければ継続できないおそれがある。 

 

③ 実践⼒養成型インターンシップを実施することの効果（⼤学関係者⾃由記述欄より） 
 事前の受け⼊れ側との講習会の取り組みなど、今後のインターンシップのロールモデルにな

るものと思われる。 

 学⽣にとっては就業体験を通じた社会勉強、⼤学と地元企業間では連携強化に役⽴つと思う。
地域の活性化に役⽴つことを願う。 

 グループワークの基本やコミュニケーションの⼤切さを理解している学⽣が増えるの、①卒
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業研究と修⼠論⽂のレベルが上昇する、②社会に出た後の評価が上がる。 

 社会⼈として不⾜している点を理解しているので、外の学⽣へその点を伝えてくれることで
学⽣の全体的なレベルアップにつながる。 

 学⽣が地域の企業を知ることができる。企業にとっては PR にもなるだろう。 

 学⽣の成⻑に⼤きく貢献する他、地域の事業所、コミュニティの活性化に貢献するだろう。 
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実践⼒養成型インターンシップ 修了⽣振り返り会 
 
（１）主旨・⽬的 

平成 28 年度実践⼒養成型インターンシップに参加した学⽣を対象に、インターンシップを通して得
られた学びや気づき、参加前後での意識の変化等について振り返り、これをもとに今後の学⽣⽣活の
課題を展望するための振り返り会を実施した。 

 
（２）⽇時 
  平成 29 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽊）12：00〜14：00 
（３）場所 
  徳島⼤学地域創⽣・国際交流会館 5 階 フューチャーセンター 
（４）参加者数（括弧内は情報交換会の参加者） 
 実践⼒養成型インターンシップ修了⽣ 20 名 
 
（５）プログラムの流れ 
プログラム 時間 担当者 内容 

ワークショップ
Ⅰ 

12：15 
〜 
12：45 

川崎 修良 
(コーディネー

ター) 

インターンシップ中のどのような経験が意識の変化に影
響を及ぼしたのかを振り返る。 

ワークショップ
Ⅱ 

12：45 
〜 
13：15 

宮本 紀⼦ 
(サブコーディ

ネーター) 

インターンシップ中の印象に残っている経験とそのとき
の⾃分の⾏動や精神⾯を振り返る。 

全体共有 
13：15 
〜 
13：25 

宮本 紀⼦ 
(サブコーディ

ネーター) 
各グループのワーク内容を全体で共有する。 

レビュー・まと
め 

13：25 
〜 
13：40 

⼭中 英⽣ 
(COC+推進本

部推進監) 

学⽣のインターンシップに対する取り組みについてのレ
ビュー。 

学⽣感想 
13：40 
〜 
13：50 

インターンシ
ップ修了⽣ 

インターンシップへの取り組みやレビューを聞いての感
想を全員が⼀⾔ずつ発表する。 

アンケート記⼊ 
13：50 
〜 
14：00 

インターンシ
ップ修了⽣ 

アンケート記⼊ 

 
（６）プログラムの内容 

ⅰ）ワークショップⅠ 〜意識の変化のきっかけを考える〜 
修了⽣に対し、インターンシップの開始時と終了時に「働き⽅や暮らし⽅に関する意識」や、「地域
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で活躍するための能⼒についての⾃⼰評価」を調査するためのアンケートを実施した。インターンシ
ップ前後の各⾃の回答の変化を参考資料として配布し、インターンシップ中のどのような経験が、働
き⽅・暮らし⽅に対する意識や⾃⼰評価に影響したかを振り返り、どのような経験が意識の変化に影
響を与えるきっかけとなるのかを考えるワークショップを⾏なった。 

 
（学⽣の意⾒） 
 インターンシップを通して、何事もその仕事を知るということは重要であると思ったので、企業で学ん

でから、⾃分で何かを創り上げていきたいと思うようになった。 
 漠然と「将来は何か仕事をしているだろう」と思っていたが、インターンシップに参加し具体的な仕事

内容に触れることで「仕事をしている状態」がイメージしやすくなった。 
 地域に密着し、県外にすら出ないと思っていた職業（農業）の⼈も、海外で活躍していると知り、グロ

ーバルな仕事に興味が湧いた。 
 インターンシップ先が耕作放棄地などの課題解決に取り組んでいたことから、地域の課題に興味をもっ

た。 
 就職時の専⾨能⼒よりもコミュニケーション⼒ややる気の⽅が⼤事であると⼈事の⽅や現場の⽅からの

声を聞けた。また企業での仕事の内容は様々であり、⾃分の専⾨分野だけの仕事をする訳ではないと気
づいた。 

 徳島だけでなく、⾃分がどこまで社会に通⽤する⼈間なのか知りたい、視野を広げたいと思った。 
 ⼤都市ではなくとも、⼈にもまれ成⻑することができる。いい出会いがあると分かり、地⽅の⽅が魅⼒

的になった。 
 ⼤都市圏にこだわる理由が、仕事ではなく都会への漠然とした憧れであったと気づいた。 
 農業についての取り組み⽅や想いを聞いて、実家の農業を受け継ぐことの⼤切さを知り、また、⼤都市

圏で就職してたくさんのスキルを⾝につけ、そのスキルを活かした農業ができるのではないかと感じた。 
 インターンシップで新しい考えを⽣み出す⼤変さと喜びを知り、起業に興味が湧いた。 
 徳島をより好きになり、何かしたいと思うようになった。 
 インターンシップに参加して、まだ⾃分のスキルが新しいことを⽣み出すことまでは⾄っていないこと

を知った。 
 インターンシップ先に出向くにも、汽⾞の時間やそこから現地まで送ってもらうよう相談するなど、交

通の便の悪さを感じ、都⼼で働きたいと思うようになった。 
 

ⅱ）ワークショップⅡ ⾃⼰評価への影響を考える  
  地域で活躍するための能⼒についての⾃⼰評価を図る下記 6 つの項⽬（10 段階評価）の回答結果に

ついて、⾃分の回答を⾒直し、インターンシップ前後の⾃⼰評価の変化にどのような経験が影響した
か考えるワークショップを⾏った。 

 
（学⽣の意⾒） 
 インターンシップ先の働き⽅や仕事に対する想いを⾒たり聞いたりすることで、農業の素晴らしさや可

能性を感じることができた。 
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 インターン先で実際に社員と同じような動きをすることで、⾃分が働く中で⼤事にしたい条件やこだわ
りがわかった。 

 ⾃⼰のスキルが社会課題解決に取り組むまでに⾜りていないと気づいたので、まずはそこまで⾃⼰を成
⻑させたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅲ）ワークショップⅢ どのような経験が変化をもたらしたのか  
  ワークショップ①およびワークショップ②で得られた結果をグループで話し合い、全体共有を⾏っ

た。意識や⾃⼰評価に影響を及ぼす経験について、主に下記 3 点にまとめられた。 
 

① ⼈との出会い 
インターン⽣（仲間）や、働く⼈々（受⼊担当者・受⼊先の社員）、価値観が違う⼈、仕事の顧
客など、新たな⼈々との出会いから刺激をもらい、意識が変化する。 

② 挑戦する場・機会 
    興味のないことや⾃分のやったことがないことに挑戦するときに変化がある。 

③ チームでミッションに取り組む 
    チームでミッションを解決するという経験を通して意識が変化する。 
    またミッション失敗に終わっても、何も残せなかったという悔しさからの意識の変化がある。 
 

ⅳ）ワークショップⅣ 〜印象に残る経験とそのときの⾏動・精神〜 
  インターンシップ中のどのような経験や出来事が印象に残っており、その時に⾏なった⾏動や、そ

の⾏動に臨んだ際の気持ちを振り返り、グループメンバーから「そのときの⾃分に対するアドバイス」
を受けるワークショップを実施した。他者の意⾒から解釈の幅や捉え⽅の広がりを発⾒し、取り組み
の中の苦労や⼯夫について、他者からの承認を受けると同時に他者への共感を持ってもらうことを狙
いとした。 

 
（ワークショップの流れ） 

1. 修了⽣⽣各々がワークシートにモチベーショングラフを記⼊する。 
2. 期間中、印象深かった期間を 3 つまで選び、その時何があったのかをワークシートに書きこむ。 

■ワークショップの様⼦ ■グループ内で共有 
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3. ②で選んだ期間の経験や出来事について、そのときどういう⾏動をとっていたか、また、そのと
きどういう気持ちで臨んでいたかを記⼊する。 

4. 結果をグループで共有し、メンバーから「その状態のときの⾃分」に対してアドバイスを受ける。 
  
（学⽣の声） 

どのような時にモチベーションが下がりやすいか 
 ⽬的を⾒失い、どうして良いかわからない状態になったとき 

 考え⽅や作成物に対して⼤⼈からダメだしされたり、今までやってきたことがひっくり返ったとき 

 受⼊先担当者との関わりが薄いとき 

 メンバー間でのコミュニケーションがうまくとれなくなったとき 

 授業やアルバイトが忙しいとき 

どのような時にモチベーションが上がるか 
 ⽬的が明確になったとき 
 ⾃分の果たすべき役割・すべきことが分かったとき 
 メンバーや受⼊先担当者としっかり向き合い話しができたとき 
 

（７）インターンシップを振り返っての感想 
最後に、学⽣からインターンシップを振り返っての感想の発表を⾏った。以下に意⾒の⼀部を記す。 

 終了後に活動を振り返ることで、インターンシップで得られたものは何かを明確にできた。また、今ま
で話すことのなかったインターン先のメンバーと話をしてアドバイスを頂き、⾃分のインターンの学び
をより深めることができた。（樫⼭農園 インターンシップ修了⽣） 

 ⾃分の学びはある程度認識していたが、違うプロジェクトチームの⼈たちと話し合う機会を持ったこと
で、他の⼈の学びも⾃分の学びとして吸収できた事柄がたくさんあり、各個⼈の学びが全体の学びとな
った。⾃分達のチームでは⼈間関係は良好だったが、⼈数の多いチームで壁にぶつかった際に⾃分がど
のような⾏動をとっていくかが⼤事だと気づいた。（⼤塚テクノ インターンシップ修了⽣） 

 「インターンシップを通して得られたもの」を改めて認識しただけでなく、“反省点”が“得られたもの”に
変わっていたことに気づくことができた。（マチトソラ インターンシップ修了⽣） 

 講評に出てきた話で、“時間がないことの発⾒”という話が印象的だった。確かに⾃分のチームのプロジェ
クトも時間にひたすら追われていた。これはあまりよくないことだと思っていたが、これは良い経験な
のだと考え⽅を変えることができた。また、時間がない中でプロジェクトを達成させるには、⼈を頼る
こと、チームでプロジェクトを達成させる、という意識が必要不可⽋なのだと思った。        
（上勝学舎 インターンシップ修了⽣） 

 ⾃分では、苦労した、⼤変だったという「頑張ったんだ」という主観的になっていたインターンの経験
を、グラフであったり気持ちの変化であったりとスポットを当てて振り返ることで客観的にこのインタ
ーンがどうだったのかということを考えることができた。また、違う会社、プロジェクトでも根本的な
部分で⼤変だった事というのはどこも同じだったのだということを知ることができた。（樫⼭農園 イン
ターンシップ修了⽣） 
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実践⼒養成型インターンシップ受⼊団体振り返り会 

（１）主旨・⽬的
受⼊団体が、インターンシップの振り返りをもとに知⾒を共有し、次年度のインターンシップ事業

の課題について協議するための振り返り会を開催した。今年度の受⼊団体と次年度の受⼊を検討する
COC+事業関連団体が参加し、インターンシップ実施のメリットを共有すると共に、負担となった点・
問題点の整理と対応作を協議した。 

（２）⽇時
【第⼀部】 平成 29 年 3 ⽉ 10 ⽇（⾦）16：00〜18：00 振り返り座談会 

【第⼆部】 平成 29 年 3 ⽉ 10 ⽇（⾦）18：00〜20：00 情報交換会 

（３）場所
【第⼀部】 徳島⼤学地域創⽣・国際交流会館 5 階 フューチャーセンター 

【第⼆部】 徳島⼤学地域創⽣・国際交流会館 1 階 ⽣協⾷堂「Kirara」 

（４）平成 28 年度インターンシップ受⼊企業 参加者
樫⼭ 直樹⽒（有限会社樫⼭農園 専務取締役） 

江本 ⼤輔⽒（株式会社 QLiP 情報責任者） 

⾨⽥ 誠⽒（⼀般社団法⼈徳島新聞社 編集委員） 

阿部 真哉⽒（徳島⼤学地域創⽣センター上勝学舎 上勝町地域おこし協⼒隊）

（５）参加者数（括弧内は情報交換会の参加者）
受⼊団体担当者  4 名（2 名） 

平成 29 年度検討団体 7 名（6 名） 

徳島⼤学教員  4 名（2 名） 

徳島⼤学職員  4 名（3 名） 

インターンシップ⽣ 0 名（6 名） 

計 19 名（19 名） 

（６）プログラムの流れ
プログラム 時間 担当者 内容 

経緯説明 

16:30~16:45 

（15 分） 

川崎 克寛 

(コーディネー

ター)

平成 28 年度実践⼒養成型インターンシップの流れを写真
スライドを元に振り返る

本⽇の流れ説明 

16:45~16:50 

（5 分） 

宮本 紀⼦ 

(サブコーディ

ネーター)

本⽇のイベントの流れを説明 
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受⼊団体レビュ
ー 

16:50~17:05

（15 分） 
受⼊団体 

担当者 

平成 28 年度受⼊企業担当者から、レビューをもらう。 

①受け⼊れたことによる効果やメリット  

②受け⼊れにあたっての負担点 

ワークショップ
Ⅰ 

17:05~17:30 

（25 分） 

川崎 克寛 

(コーディネー

ター) 

受⼊に際しての課題や問題点について、今後のインターン
シップをよりよくしていくためにどうすればよいのかを
座談会形式で協議する。 

ワークショップ
の取りまとめ 

17:30~17:35 

（5 分） 
⽟有 朋⼦⽒ 

ワークショップⅠの内容をファシリテーショングラフィ
ック※1 を⾒ながら振り返る。 

※1 「何について、どのように話しているか」参加者の認識を⼀致させ、

発⾔を記録・図式化したもの。 

ワークショップ
Ⅱ 

17:35~18:00

（25 分） 

川崎 克寛 

(コーディネー

ター) 

今回の教訓を活かし、今後インターンシップを受け⼊れる
として、それまでに備えておくべきことは何かペアワーク
を⾏う。 

Ｑ＆Ａ 

18:00~18:15 

(15 分) 

川崎 克寛 

(コーディネー

ター) 

次年度受⼊候補企業から今年度受⼊企業へのＱ＆Ａ。 

レビュー 
18:15~18:20 

（5 分） 

⽇下 ⼀也 

講師 
⽇下講師より、本⽇のレビュー。 

（情報交換会） 
18:30~20:00 

（90 分） 
 希望者のみ  

 

（７）プログラムの内容 
ⅰ）受⼊団体レビュー 
■江本 ⼤輔⽒（株式会社 QLiP 情報責任者） 

（インターンシップ受⼊のメリット） 

 我々では気づかないような学⽣ならではの視点を与えてくれたこと。 

 プログラミングイベントに来てくれた親御さんと⼦供、双⽅から⼤学⽣メンターへの評価が⾮常に⾼かったこと。 

（インターンシップ受⼊の課題） 

 ガントチャートで⾏程管理を⾏ったものの、学⽣の授業などとの調整で思ったよりも時間がかかってしまったこと。 

■⾨⽥ 誠⽒（⼀般社団法⼈徳島新聞社 編集委員） 

（インターンシップ受⼊のメリット） 

 ⾃分達もやったことのないようなことを学⽣⾃らが発案して取り組んでくれたこと。（例）⾼校⽣ 1000 ⼈アンケート 

（インターンシップ受⼊の課題） 

 6 ⼈受け⼊れて、紙⾯化する（商品をお客様にお出しする）という作業に負担は感じた。 

 6 ⼈のうち 2 ⼈が挫折し来られなくなった。その際に頭を悩ませた。 
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■樫⼭ 直樹⽒（有限会社樫⼭農園 専務取締役） 

（インターンシップ受⼊のメリット） 

 参加してくれたインターン⽣から「農業のイメージがガラリと変わった」との声をもらい、これからの農業界が変わるかもしれな

いという期待が⽣まれた。 

（インターンシップ受⼊の課題） 

 ⼈数が多かったことで全員のスケジュールを合わせるのが⼤変だった。 

■阿部 真哉⽒（徳島⼤学地域創⽣センター上勝学舎 上勝町地域おこし協⼒隊） 

（インターンシップ受⼊のメリット） 

 学⽣の機動⼒を活かした「集落内全件ヒアリング」や、「利害関係のない⼤学⽣」だからこそできる質問とその回答の収集

など、⾃分達ではできない、「学⽣だからこそ」できたことがあった点。 

（インターンシップ受⼊の課題） 

 上勝町と徳島⼤学の物理的な距離の問題があり、往復 4 時間かかってしまうのは時間的に負担であった。 

 時間も労⼒も多く割いたが、それを上回る効果があったと思う。 

 

ⅱ）ワークショップⅠ（平成 28 年度受⼊企業担当者による座談会） 
事前に受⼊団体担当者に対し⾏ったアンケートから出てきた次の３つの課題について、座談会形式で意
⾒交換を⾏なった。 

① スケジュールの管理と調整について  

② 学⽣の扱い、モチベーションの低下への対応  

③ プロジェクトの組み⽴て（インターンシップの⽬的設定） 

 

意⾒交換要旨①：スケジュールの管理と調整について 

発⾔者 発  ⾔  内  容 

江本 

 

 

 

川崎 

 

江本 

 

 

川崎 

 

 

 

 

樫⼭ 

スケジュール管理の仕⽅として、弊社では「ガントチャート」というものを使⽤しました。 

この⽇までに⼯程①を終わらせる、この⽇までに⼯程②終わらせる、という形でスケジュール管
理をしてはいたのですが、うまくいきませんでした。 

 

それは何故ですか？ 

 

学⽣の夏休みが終わって授業が始まったタイミング（10 ⽉）で⼀気に学⽣とのスケジュール調整
ができなくなってしまったんです。 

 

学⽣もインターンだけではなく、授業も出なくちゃいけない、バイトもしないといけない、とい
う状況だと思います。学⽣がよく「優先順位のつけ⽅が分からない」と⾔うのですが、これは優
先順位の問題ではなく、『学⽣⾃⾝のマネジメントの問題』なのだと思います。⾃分が持っている
⼒量と限られた時間の中でどれだけインターンにコミットできるか、なんですよね。 

 

学業とバイトとインターンと様々ですが、どれも学⽣さんにとっては⼤事な活動だと思いますの
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川崎 

 

で、きちんと両⽴するということもしっかりと学んでほしいと思います。実際社会に出ても似た
ような状況になりますよね。仕事もあるしプライベートの問題だってあるし、それを調整しなが
ら前に進んでいかないといけないと思うので、それを学⽣の間に⾝につけるというのはすごく価
値があると思います。 

 

 

そうですね。僕たちもいくつもの仕事を同時並⾏で進めていますからね。そこは企業さんが学⽣
に教えてあげてほしいところですね。 

 

意⾒交換要旨②：学⽣の扱い、モチベーションの低下への対応 

発⾔者 発  ⾔  内  容 

川崎 

 

 

樫⼭ 

 

 

江本 

 

 

 

 

川崎 

 

江本 

 

 

川崎 

 

 

 

 

 

樫⼭ 

 

 

 

川崎 

配付資料の中に『インターンシップ開始後の状況別対処法』をまとめたものがあるのですが、皆
さんがインターンを進めていく中で、同じような状況になったものはありますか？ 

 

リーダーの⼦は『⽬的を⾒失う』というのが最後までありました。こちらの与えたミッション・
課題が理解できていなかったですね。僕も伝えようとしたのですが、うまく伝わらなくて・・・。 

 

うちは『主体性がなくなる』というところで、リーダーの⼦が⾃信を喪失して⾃分の業務範囲や
成⻑に制限をかけてしまった、ということがありました。 

2 つ動いているプロジェクトの全体リーダーだったので、バラバラに動いているメンバーをどう
まとめるか、というところでかなり落ち込んで苦労しているようでした。 

 

学⽣がそういう状況に陥ったとき、江本さんは何かされたりしたのですか。 

 

学⽣らの業務負担量が多いときの⼿助けなどはしていました。時間的に間に合わない、というギ
リギリの所で⼊るようにしていました。 

 

学⽣から、任されたイベントのチラシ作成がどうしても間に合わないというギリギリの時に江本
さんがチームメンバーに⼊ってくれて、すごくモチベーションが上がったという話を聞きました。 

これまではいつも上から⾃分たちを⾒守ってくれている、⾼いところにいる遠い存在だけど、そ
の時はスッと隣まで降りてきてくれた、チームメンバーに⼊ってくれたように感じたと⾔ってい
ましたよ。樫⼭さんのところはどうですか。 

 

僕のところは、まず学⽣を連れて飲みにいきました。皆で⾔いたい事を⾔い合いました。僕が思
う⽣き⽅の話とかもしたんですが、そこから⽕がついた学⽣もいたし、結果的にはやってよかっ
たかなと思います。 

 

きっかけ、という意味ですごく良かったですね。それからは樫⼭さんも学⽣と⼀緒になって考え
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樫⼭ 

 

 

 

 

川崎 

てくれるようになって、学⽣の皆の顔が明らかに変わりましたよね。 

徳島新聞さんも同じでした。受け⼊れ担当の橋本さんと⼀緒に取材に出ているときの学⽣のイキ
イキした顔が⾒ていてすごいなと思っていました。 

阿部さんのところも同じで、上勝町内を⼀緒に歩いて 1 軒 1 軒⺠家を訪問しました。そのときの
学⽣の様⼦を⾒るに、やはり受け⼊れ担当者と『⼀緒に』というところがキーポイントじゃない
かと思います。 

『期間限定の契約社員』として受け⼊れてくださいとお伝えしていましたが、もう少し深いとこ
ろまで落としこめるといいですね。 

 

そうですね。どうしても『学⽣さん』というイメージが抜けなかったのでどこまで⾔っていいか
分からなかったですし、川崎さんが学⽣に⾔っているのを聞きながら、ああここまで⾔っていい
んだなというのが体験的に分かってきた、というのがあります。単純に、社員に対してだったら
することを学⽣さんにもすればよかったのかなと思います。 

 

皆さんしてくださった「⼊校式」というのも 1 つ⼤きかったのではないかと思います。今⽇から
は社員であり、プロジェクトを共にするチームであるという⾃覚が芽⽣えるポイントになるので
はないでしょうか。 

 

意⾒交換要旨③：プロジェクトの組み⽴て（インターンシップの⽬的設定） 

発⾔者 発  ⾔  内  容 

川崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樫⼭ 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんのお話にもあったように、学⽣は必ず迷い、壁にぶちあたります。その時僕が学⽣によく
⾔うのは、『原点に⽴ち返れ』 ということです。「原点って何だった？」「何のためにやっている
の？」それは必ず今を突破する⼒になるから、と･･･。 

ここで⼤事になってくるのが、インターンシップの原点、つまり課題と⽬的ですね。 

 

課題と⾔っても⾊んな切り⼝のものがあると思うんですが、実践⼒養成型インターンシップで取
り組むなら、緊急性は低いけれど重要度の⾼いもの、つまり経営課題や、普段やろうと思ってい
るけれどやれていないこと、チャレンジしたいことなどといった部分から⽬的を定め、プロジェ
クトを考えていくと組みやすいです。 

 

樫⼭農園の例でいうと、ちょうど家業から企業への転換期でもあり、『組織化』というのが 1 つの
⼤きな経営課題になっていましたので、そこでプロジェクトを考えていきました。でも学⽣さん
に「組織化してくれ」と⾔ってもできないですよね。だから「組織化する」という課題を学⽣が
できるレベルまで切り出していきました。 

今まで樫⼭農園になかった部⾨を作れば、そこに担当者を置いて 1 つの部署ができます。1 つで
きてしまえば後は⽔平展開で他の部署も作っていけます。そこで⽬をつけたのがホームページで
した。 
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川崎 

 

 

樫⼭ 

 

 

 

 

川崎 

 

 

つまり、経営課題という⼤きなものから学⽣ができるものにどう切り出していくかということが
ポイントだったということですね。 

 

はい。でもうちは、経営課題が分かっていたのに、プロジェクトを進める中でそれを忘れてしま
っていました。ブランドデザインや理念を、と⾔ってしまって、経営課題を学⽣の前ではあまり
⾔えなくて・・・。それでリーダーは何のためにこのホームページを作っているのか分からない、
というのが最初はあったと思います。 

 

⼤塚テクノさんの例を出すと、テクノさんは、これができたら私達の会社はこれができるように
なる、1 つの成果物を仕上げることによって会社のネクストステップはこういう展開になる、と
いうのをよく学⽣に⾔ってくれていました。⾃分たちが今⽇どこまで進んだのかということの確
認と、ゴールまであとどれくらい、というところを⾒せてくれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）ワークショップⅡ（ペアワーク） 
 ワークショップⅠにおいて、インターンが⽣み出す価値や効果について受⼊団体からいただいた意⾒
を元に、インターンシップの効果をより⾼めていくために必要な課題の整理を⾏ない、以下の５点を抽
出した。 

① プロジェクトを組む際に経営課題から抽出すること  

② 抽出された課題を学⽣ができるレベルまで細分化しプロジェクトを組成すること  

③ 社内体制やインターン⽣受⼊の体制をつくること  

④ インターンシップのスケジューリングをしっかりすること  

⑤ インターンシップの評価・効果を測定する指標を持つこと 

 この結果を踏まえ、インターンシップをより効果的に実施し、経営に資するための機会として活⽤す
るために必要な課題や⼯夫について、ファシリテーショングラフィックを参照しながら、参加者同⼠で
ペアになりディスカッションを⾏なった。 

 

■座談会の様⼦ ■座談会の様⼦ 
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（ペアワークで出てきた意⾒） 
■⾨⽥ 誠⽒（⼀般社団法⼈徳島新聞社 編集委員） 
 インターンの効果や成果を明確に社内に⽰すことが今後に向けての最⼤の課題だと思っている。今年は

受け⼊れ担当だけがインターンに関わっているような状況だったが、成果を社内に⽰すことが、インタ
ーンを続けていくために、あるいは充実させていくためには⽋かせない要素だろうと思っている。 

■阿部 真哉⽒（徳島⼤学地域創⽣センター上勝学舎 上勝町地域おこし協⼒隊） 

 最初の受⼊の前にしっかり体制を整えておくべきだったと思っている。インターン⽣を任されたものの
会社（上司）から具体的な指⽰は特になく、⾃分の判断に任されていた。COC+事務局に相談する中で、
やはりここは違うな、と思って軌道修正しようとしても、すでに学⽣は動き出しているので全てが後⼿
に回ってしまった。 

 

■江本 ⼤輔⽒（株式会社 QLiP 情報責任者） 

 インターン⽣受⼊の体制づくりということで、ガントチャートについて、皆さんから評価していただい
たが、やった側としてはこれでよかったのか？と疑問に思う部分もある。こちらが計画してレールを敷
いてしまったので、学⽣の独⾃性などが活かしきれず企業側の予測を超えなかったのではと思う。 

 

 樫⼭さんのチームが⼤変だったという話を聞く度に、羨ましいなと思う。カオスになった⽅が学⽣にと
っても学ぶべきことが多いのではないか、と思う。カオスになる経験があれば、受け⼊れ側の社員教育
にもつながったであろうし、新⼊社員が⼊ってきたときに起こりうる問題のテストケースになったと思
う。 

 

■平成 29 年度受⼊検討企業の⽅の意⾒ 

 インターン受⼊の際には若⼿スタッフを担当者としてつけたいと考えている。若⼿社員の教育にもなる
し、プロジェクトを進める中で若⼿社員も必ず悩むと思う。それに対して中堅社員がアドバイスするこ
とで中堅の教育にもつながる。学⽣さんが悩んだり落ち込んだりする中で、管理職の者にはその対処法
を学んでほしい。 

 企業が抱えている課題に対してインターンで取り組むということなので、いわば受け⼊れ側も答えをも
っていない状態。 

 カオスになるのは当たり前かなと思う。カオスになってモチベーションが下がってしまうのも当たり前。
そこを乗り越えてジャンプアップした時に課題解決につながるのではないかと思う。 
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（参考）作成されたファシリテーショングラフィック 
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四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部の取り組みについて 

１ 概要 
四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部では COC+事業の⼀環として平成 28 年度に次の取り組みを⾏った。 

（１） ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」
（２） ビジネスプランコンテスト「とくしま学⽣ビジネスプラン道場」
（３） 社⻑の秘書体験「社⻑のかばんもち」
（４） その他

２ ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」 
（１） 定例会

平成 28 年 6 ⽉ 4 ⽇（⼟）、ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」のキックオフセミナー
を開催して以降、毎⽉第 2 ⽊曜⽇（8、9、3 ⽉を除く）に定例会を開催した。 

定例会では、毎回、徳島県内の経済団体から２名の起業家を講師として紹介していただき、
同講師による講演と参加学⽣によるグループディスカッションを⾏った。 

平成 28 年度 ビジネスサークル 「とくしまサイコー塾」 

⽇時 場所 講師 参加 グループワークテーマ 

キックオフ
第１回定例会

6 ⽉ 4 ⽇
(⼟) 

グランヴィ

リオホテル

社会起業家⼤学  
学⻑ ⽥中 勇⼀ 

72 名 

情熱（やりたいこと・やるべきこ
と） 
お役⽴ち（稼ぐ⼒）強み（⾃分ら
しさ） 

第２回定例会 
7 ⽉ 14 ⽇

(⽊) 
四国⼤学 

阿波⼥あきんど塾より 
⼤岩 明代⽒、植⽥ 貴世⼦⽒ 

23 名 
⼥性の特徴を活かした創業のメリ
ット・デメリット 

第３回定例会 
10 ⽉ 13
⽇(⽊) 

徳島⼤学 
徳島県倫理法⼈会より 
元⽊ 康浩⽒、橋本 隆⼦⽒ 

20 名 働くとは？！なんのために働く？ 

第４回定例会 
11 ⽉ 10
⽇(⽊) 

徳島⽂理
⼤学 

徳島県中⼩企業家同友会より 
阿部 茂且⽒、森 活也⽒ 

32 名 企業が求める⼈材とは？ 

第５回定例会 
12 ⽉ 8 ⽇

(⽊) 
四国⼤学 

ファイナンシャルプランナーより
⼩林 多賀⼦

14 名 ライフプランニング

第６回定例会 
1 ⽉ 12 ⽇

(⽊) 
徳島⼤学 

徳島⻘年会議所より 
近藤 洋祐⽒、岡⽥ 元⼀⽒ 

60 名 学⽣時代に学んでおくべきこと 

第７回定例会 
2 ⽉ 9 ⽇

(⽊) 
徳島⽂理

⼤学 
徳島商⼯会議所より 
杉原 正伸⽒、清 浩⼦⽒ 

11 名 ビジネスで⼤切なこと 

第８回定例会 
2 ⽉ 25 ⽇

(⼟) 
グランヴィ

リオホテル

近藤宏章⽒、⼩林多賀⼦⽒ 
⽟有朋⼦⽒、前畑ほなみ⽒ 

 24 名 
未来のカタチを語ろう 
フューチャーセッション
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  （２） フューチャーセッション（ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」第 8 回定例会） 
       平成 29 年 2 ⽉ 25 ⽇（⼟）、フューチャーセッションを開催した。この催しは、ビジネ 

スサークル「とくしまサイコー塾」の第 8 回定例会として開催した。若者が将来設計を考
え、夢を叶えるためにどのような考動をすれば良いかをフューチャーセッションを通じて
気づきを得た。 
 

  

 

  （３） ビジネス教育 
       平成 28 年 9 ⽉ 8 ⽇（⽊）、ビジネス教育「イベントに⼈が集まりやすいチラシの作り⽅」 

を、同年 11 ⽉ 18 ⽇（⾦）、同「イベントに⼈が集まりやすいチラシの配り⽅」をそれぞ 
れ実施した。 
 いずれも、本学のマチアソビ関連イベント『シコダイアソビ』関連のイベントであり、
ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」の派⽣事業として位置づけたものである。 
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３ ビジネスプランコンテスト「とくしま学⽣ビジネスプラン道場」 
   夢を事業計画というカタチにして、夢をプレゼンテーションすることを学ぶ道場として開催。 
  82 チーム／169 名の応募数から、1 次審査、2 次審査を得て、最終審査に 6 チームが選出され、 
  プレゼンテーションを実施した。最終審査に臨んだ学⽣からは、「何度もあきらめかけたが最後はた

くさんの⽅から良い評価を受けて、あきらめずに取り組んで良かった。夢をカタチにして語ること
の楽しさや難しさを経験でき、将来野の活動に活かしていきたい」と感想をいただいた。 

 
 

ビジネスプランコンテスト「とくしま学⽣ビジネスプラン道場」スケジュール 
 

平成 28 年 7 ⽉ 17 ⽇（⽇） キックオフセミナー 
平成 28 年 11 ⽉ 9 ⽇（⽔） ⼀次審査 
平成 28 年 11 ⽉ 27 ⽇（⽇） ブラッシュアップセミナー 
平成 28 年 12 ⽉ 21 ⽇（⽔） ⼆次審査 
平成 29 年 1 ⽉ 13 ⽇（⾦） 最終審査直前セミナー 
平成 29 年 1 ⽉ 22 ⽇（⽇） 最終審査 
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４ 社⻑の秘書体験「社⻑のかばんもち」 
   平成 28 年 8〜9 ⽉（第 1 期）及び平成 29 年 2〜3 ⽉（第 2 期）、社⻑の秘書体験「社⻑のかば 

んもち」を実施した。地元の⼩規模事業者であっても地域で活躍する社⻑や企業があることを知っ
てもらい、社⻑の仕事の考えた⽅スピード感を⼀番近くで体験してもらうプログラムです。 

   学⽣からは、「雲の上のような存在だった社⻑が⾝近に感じられたし、やっぱりすごい⼈だなと改
めて尊敬した。」「社⻑さんって怒ってばっかりなのかと想像していたけど、携帯電話を忘れたり社
員の⽅に逆に怒られたりとイメージと違った⼈間味がある部分が垣間⾒えた。」「⾃分の会社の利益
だけでなく地域のことも考えていて、⾃分もなれるならなってみたいと思った。」など感想がよせら
れた。 

 
（１） 平成 28 年 8〜9 ⽉（第 1 期） 

 7 名の学⽣が徳島県内の⼩規模企業 4 社で社⻑秘書を体験した。 
㈱パッケージ松浦 代表取締役 松浦 陽司 学⽣ 2 名 
ミッド・インターナショナル㈱ 代表取締役 森⽥ 孝夫 学⽣ 2 名 
吉野川タクシー／㈱電脳交通 代表取締役 近藤 洋祐 学⽣ 2 名 
徳島炭市場 代表 渡辺 ⼀弘 学⽣ 1 名 

 

    

 

（２） 社⻑のかばんもち報告会 
平成 28 年 10 ⽉ 25 ⽇（⽕）  四国⼤学経営情報館 

「社⻑のかばんもち」の報告会が開催され、「社⻑のかばんもち」を⾏った学⽣の所属する⽦⽥ゼ
ミの学⽣と学⽣受⼊企業の関係者 5 名が集まった。同報告会では、学⽣による成果報告の後、学⽣
受⼊企業 4 社の社⻑がコメンテーターとして学⽣の仕事ぶりや⼈柄に関して感想を述べたうえで、
「社⻑のかばんもち」について学⽣と社⻑ 4 名との間で意⾒交換が⾏われた。 
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（３） 平成 29 年 2〜3 ⽉（第 2 期） 
3 名の学⽣が徳島県内の⼩規模企業 3 社で社⻑秘書を体験した。 
びざん⼤学／チュチュチュロスカフ
ェ 

代表理事 ⻑⾕川 晋理 学⽣ 1 名 

⽇本茸師の会 ⾼野キノコプラント 代表取締役 ⾼野 康弘 学⽣ 1 名 
㈱農家ソムリエーず 藤原農園 代表取締役 藤原 俊茂 学⽣ 1 名 

 

  

 

５ その他活動 
（１） 創業セミナーを実施 

    創業⽀援クリエーターとして、学⽣たちに「仕事は与えられるものでなく、仕事は創り出すこ
と」を伝え、⾃ら創造し、考動する⼤切さを伝えるためのセミナー「創業セミナー（地域ビジネ
スのすすめ）」「キャリア・プランニング」の講義を連携する⾼等教育機関で⾏った。 

 
5 ⽉ 20 ⽇ 徳島⼤学 ⽣物資源産業学部 1 年 101 名 
5 ⽉ 25 ⽇ 阿南⼯業⾼等専⾨学校 1 年 100 名 
6 ⽉ 29 ⽇ つるぎ⾼校 2 年 24 名 

10 ⽉ 7 ⽇ 四国⼤学 ⽣活科学部 3 年 12 名 
11 ⽉ 2 ⽇ つるぎ⾼校 2 年 24 名 
11 ⽉ 14 ⽇ 四国⼤学 ⽣活科学部 1 年 76 名 
11 ⽉ 30 ⽇ 四国⼤学 ⽣活科学部 3 年 80 名 
12 ⽉ 16 ⽇ 四国⼤学 ⽣活科学部 3 年 38 名 
12 ⽉ 21 ⽇ 四国⼤学短期⼤学 

ビジネスコミュニケーション学部 1 年 
29 名 
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（２） 他団体のビジネスコンテストに参加 
7 ⽉ 7 ⽇「Keio SFC-TOMODACHI Entrepreneurship Seminar」の徳島セミナーを四国⼤学

で実施。 
    慶応義塾⼤学⽇吉キャンパスで開催された合宿セミナーに徳島県から 2 チーム 4 名の学⽣が選

出され、3 泊 4 ⽇のビジネス合宿に参加した。優秀 2 チームに選出されれば、シリコンバレーへ
の短期留学などが経験できるが、残念ながら徳島からの 2 チームは選出されなかったが、全国か
ら集まった約 80 名の学⽣との合宿の経験は得るものが多かった。 

 
（３） 学⽣による制作物の⽀援 

四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部の COC+事業では、イベント等で使⽤するチラシ及びポスター
のデザイン制作、表彰状への揮毫等を、本学の学⽣が⼿がけた。 

 
制作物 
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（４） COC+事業のＰＲ活動について 
    COC+事業の認知と理解を広めるための広報活動も様々な場所で⾏った。 
 

10 ⽉ 13 ⽇ マスコミ向けパネル展⽰ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 ⽉ 25 ⽇〜2 ⽉ 3 ⽇ 四国⼤学内 Ｎ館パネル展⽰ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ⽉ 6 ⽇〜7 ⽇ COC／COC+全国シンポジウム（⾼知）ポスターセッション 
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徳島⽂理⼤学の取り組みについて 

徳島⽂理⼤学では、平成 28 年度における COC+事業の⼀環として次のような取り組みを⾏った。 

１ 徳島⽂理⼤学実施事業 
（１）集客交流産業論（徳島⽂理⼤学公開授業）の開催

実績：「とくしまの魅⼒を再発⾒し、磨きをかけ⼈を呼び込む
こと」をねらいとして、地域最前線で活躍中の⽅々から地域 
活性化の「鍵」を学び、地⽅創⽣を担う⼈材育成を⽬的とし 
て講師による講義や対談、質疑応答を基本に授業を進め、「成 
功の論理」を探った。後期授業として平成 28 年 9 ⽉ 21 ⽇ 
〜平成 29 年 2 ⽉ 1 ⽇の間に 15 回⾏われた。 

成果：地⽅創⽣を担う⼈材育成を⽬的とした正課授業である。 
徳島⽂理⼤学学⽣のほか、地域活性化に取り組む社会⼈にも 
無料で開放し、講師による講義や対談、質疑応答を通じて、 
本学学⽣が、将来地域活性化に貢献するための仕事を選択す 
るなど、地域志向の動機づけができ、⼤きな学習効果をもた 
らした。 

（２）フィールドワークの実施
① ⼈間⽣活学部・建築デザイン学科

実績：⼈間⽣活学部建築デザイン学科の教員・ゼミ学⽣が海部郡美波町にある「徳島⽂理⼤学・
美波町サテライトオフィス」において、地域住⺠、美波町役場担当者参加の「住宅間取り設
計相談（ワークショップ）」、「古⺠家（空き家）
改修計画の発表」（5 件）、「建築模型制作」を実
施、教職員 4 名・学⽣ 18 名が参加した。 

成果：「住宅間取り設計相談」では、地域の特性な 
どを考慮した間取りの提案など、今回のインター
シップ型フィールドワークの実施を通して、建築
学科での学修成果が、学⽣にとって将来、徳島県
での就職に活かせることが認識できる機会とな
った。

② ⽂学部⽂化財学科（地理学）
実績：COC＋事業の⼀環として、徳島県那賀町⽊頭地区において、⼭村振興策や若者定住にむ

けた担当者との協議、住⺠意識調査とフィールドワークを実施した。教員 1 名が参加。 
成果：⼭村地域の現状と課題を把握し、今後、フィールドワーク実施計画を作成し、学⽣が地

域を認識できる教育の⼿法開発につなげていく。 

（３）先進事例調査の実施
実績：⼀般総合科⽬「地域学」の授業プログラム開発の参考にするため、岩⼿県⽴⼤学を訪問。

実情調査および担当者との協議等を実施。担当者 4 名が参加した。
成果：岩⼿県⽴⼤学では、副専⾨コースとして「地域学」を開講。1 年⽬は本学の「⽂理学」と
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同様の全学必修科⽬「地域学⼊⾨」があり、400 名以上の学⽣を対象に、担当教員がアクテ
ィブな⼿法による授業を展開。その後、学⽣に副専⾨コースの選択を考えさせ、選択者は所
属学科の枠を超えた地域学指定の諸科⽬の単位を修得し、最終の仕上げとなる授業の単位修
得後、地域についての専⾨家であることを証明する⼤学独⾃の資格を授与している。本学の
「地域学」は、初年次で修了するため、今後、専⾨科⽬との連携を図り、充実させていくこ
とが課題である。 

 
（４）先進事例成果発表会に出席 

    実績：いわてキボウスター開拓塾最終報告会（岩⼿県⽴⼤学）に 2 名が参加。 
成果：岩⼿における起業家⼈材育成をめざした取り組みで、学⽣が「⾷」「観光」「商品開発」

などをテーマに、地元企業の現場での実践を中⼼にした地域課題に取り組んだ 5 チームの成
果発表及び講評、講演、トークセッションが⾏われた。本学の「地域学」のプログラム開発
に参考となる事例であった。 

 
（５）徳島⽂理⼤学地域連携センター主催：現地視察 

① 徳島県上板町視察 
実績：徳島県上板町との連携を進めるため 2 名が出席。上板町の担当者と協議し現地視察を⾏

った。 
成果：本学で実施している「遍路ウォーク」や地域産業体験（藍染）等の実績を踏まえ、さら

に実学的な教育を実践するための協⼒関係を構築するための協議を⾏い、今後調整しながら、
学⽣が体験授業やワークショップを⾏う機会を設けることとした。 

② 徳島県勝浦町視察 
    実績：徳島県勝浦町の現状および将来展望と本学の教育を結びつけるために協議した。本学か

らは 9 名の教職員と勝浦町副町⻑、担当職員が
出席。勝浦町役場での説明会と、坂本地区の現
地視察を⾏った。 

成果：現在、短期⼤学部⾷物専攻と宿泊施設「さ 
かもと」とは既に協⼒関係にあり、⼤学の各 
学部・学科にも協⼒関係を発展させ、今後、 
フィールドワークを実施していく中で、「ビッ 
クひな祭り」や「鶴林寺」などの地域資源や 
農業を中⼼とする産業を学⽣の教育の場とし 
て活⽤していくための検討を⾏っている。 

③ 徳島県神⼭町視察 
実績：COC＋事業の⼀環として、徳島での新しい 

働き⽅を知るために企業のサテライトオフィス 
を視察。教職員 9 名が参加。神⼭町進出企業の 
サテライトオフィスを訪問、実情調査と聞き取 
りを⾏った。 

成果：今回の視察を通して、地域との連携を深め、 
学⽣の教育を⾏う上でフィールドワークを実   
施する意義や地域の課題が明らかとなった。 
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２ 協働事業 
（１）「ボランティア・パスポート」の活⽤ 

    実績：平成 28 年 4 ⽉から「ボランティア」を 
授業科⽬として導⼊し、⼀般総合科⽬の選択  
科⽬「総合科⽬（ボランティア）」で、「ボラ 
ンティア・パスポート」を活⽤した授業や取 
り組みを⾏った。 

成果：シラバス・評価基準などの検討・作成を 
⾏い、また、外部講師の選定や「お試しボラ 
ンティア」の実施要領等を作成し、実施した。 
「ボランティア・パスポート」の導⼊により、 
学⽣主体の積極的なボランティア活動を⾏ 
う⼤きな動機づけとなった。 

 
（２）COC＋⾼等教育プログラムに参加 

実績：徳島⼤学主催の⾏事で熊本⼤学の視察、実情調査に 2 名が参加した。 
成果：熊本⼤学の COC＋事業では、「地域学」関連の授業を複数のステップからなるコースとし

て構成しており、コース履修の学⽣には「熊本⼤学プレマイスター」の称号と海外インター
ンシップの特典を与えている。⼀般教育の再編と同じタイミングでコースを導⼊し、専⾨課
程のほかに⼀種の副専⾨課程を設けて学⽣に付加価値を付与している。本学にける「地域学」
の充実と発展的な取り組みの参考にしたい。 

 
（３）保護者向け企業ガイダンス「徳島の魅⼒、徳島で働く〜企業ガイダンス編〜」に参加 

実績：徳島⼤学常三島キャンパスで開催。⾹川キャンパス学⽣ 8 名・理⼯学部教員 2 名が参加。
パネルディスカッション、基調講演、企業講演、個別企業相談会を実施。 

成果：県内企業の魅⼒や将来ビジョン、徳島県で働く・暮らすことについて学⽣へ周知ができ
た。とくに、保護者に向けた説明は企業名や規模だけではなく、業務内容のほかワークスタ
イル等の観点から就職先を選ぶ視点等に触れており、徳島の企業の魅⼒が伝達でき、県内就
職の増加につながることが期待できる。  

 
３ 他機関で開催された事業 
（１）「2016 徳島ビジネスチャレンジメッセ」への出展 

実績：徳島市アスティ徳島で開催。理⼯学部および⼈間⽣活学部⾷物栄養学科がブースを設け、
地域関連の取り組み事例を展⽰・紹介した。教職員・学⽣が参加。 

成果：このメッセでは産学官が協⼒して、展⽰会をはじめ多彩なセミナーやワークショップが
開催され、ビジネスに関する多くの情報やアイデアを収集、就職先を研究する学⽣にとって
地元企業について知る場となり、刺激となった。 

 
（２）「全国ネットワーク化事業平成 28 年度 COC／COC+全国シンポジウム」に出席 

実績：⾼知⼤学で開催された COC+全国シンポジウムに１名が出席した。 
基調講演「⽇本の課題－デフレ脱却と地⽅創⽣－」、基調討論「先進技術と地⽅創⽣」、なら
びに事例報告が⾏われた。 
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成果：「COC＋事業」の推進担当機関が抱える課題や、課題への対応⽅法について⽰唆に富んだ
多くの事例報告があり、また、全国の他地域の COC＋事業担当者との意⾒・情報交換ができ、
事業推進の参考となった。 

 
（３）⽇本経済新聞社主催・内閣府共催の「地域創⽣フォーラム」（⽇経ホール）に出席 

実績：⽇本経済新聞社主催、内閣府共催のプログラム「官⺠連携・地域連携で地⽅の活性化
を実現」に 1 名が出席。 

成果：3 つの指定都市がめざす地⽅創⽣の取り組み事例からは、官⺠そして⼈材を送り出す⼤
学の果たす役割が⼤きく、将来、地⽅活性化を担う学⽣の教育（まちづくり、ものづくり、
防災⾯の強化、⼦育て・歴史⽂化等の⾯で）の重要性が再確認できた。 

 
（４）学位授与機構シンポジウム（⼀橋講堂）に出席 

実績：学位授与機構主催の⼤学改⾰⽀援・学位授与機構シンポジウム「先導的取組を通して⼤
学改⾰の成果と課題を考える」に 1 名が出席。 

成果：とくに「地⽅創⽣と⼤学改⾰」に関する、愛媛⼤学と四国中央市の取り組み・研究成果
に関して、ものづくり技術の開発、情報発信と収集、地⽅⾃治体との連携をめざした「⼤学
院設置」「イノベーションセンター開設」「新学部設置」の動きの中で、⼤学が地域活性化に
⼤きく寄与できる事例であることを再認識した。 
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阿南⼯業⾼等専⾨学校の取り組みについて 
 
１ 概要 
 阿南⼯業⾼等専⾨学校では COC+事業の⼀環として、事業期間中、企業との連携事業を
計画し、平成 28 年度は次の取り組みを⾏った。 
（１）連携企業の開拓 
（２）共同教育の実施 
（３）OB 講話 
（４）企業説明会 
 
２ 内容 
（１） 連携企業の開拓 
   4 ⽉〜7 ⽉ インターンシップ協⼒企業開拓・進路相談を⾏った。284 機関から受け

⼊れ意志の表明があった。 
   9 ⽉〜3 ⽉ ⻑期インターンシップ協⼒企業開拓を⾏った。また、徳島県内に積極的

に進出している企業を訪問し、サテライトオフィスや U ターン・I ターンについて意⾒
交換を⾏った。 

 
（２） 共同教育の実施 
   ⻑期インターンシップの実施により、学⽣と企業と結びつきを強化した。 

3 年次の夏期休暇 3 週間、春休み 2 週間、4 年次の夏期休暇 3 週間、春休み 2 週間、
5 年次の卒業研究で共同研究を実施することによって企業との結びつきの強化をはか
った。 

   3 年次および 4 年次の夏期休暇終了後、企業関係者を招いて成果発表会（パネルセッ
ション）および企業担当者との懇談会を実施し、意⾒交換を⾏った。⻑期インターン
シップに 20 名の学⽣が参加し、5 年⽣は 14 名が企業と共同研究を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コーオプ教育成果発表会(パネルセッション) 
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（３） OB 講話 
   4 年⽣対象に、卒業⽣を招いてキャリアプランやライフプランについて体験談を紹介

した。研究者を⽬指している卒業⽣や企業で活躍している卒業⽣がそれぞれの経験を
通して得たものや、在学中に何をすべきかなどを紹介した。26 機関から参加があった。 

   また、1 年⽣〜3 年⽣対象にキャリア教育を 4 回実施し、3 年⽣には OB 講話を実施
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャリア教育(OB 講話) 
 
（４） 企業説明会 
   （１）で開拓した企業（インターンシップを受けていただいた企業・学⽣が就職し

た企業を含む）を招いて企業説明会を実施した。176 社の参加があった。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

企業説明会 
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徳島⼯業短期⼤学の取り組みについて 
 
徳島⼯業短期⼤学では、以下のような観点から、技術講演会、技術講習会及び進学説明会を開催してき
た。 
 
１ 講演会の開催 

就職活動を始める前の学⽣に対し、藤崎電機（株）創業者の藤崎稔⽒を招いて県内企業の先進的か
つ将来性に満ちた取り組みについての講演をしていただいた。また、これを⽀える県の取り組みにつ
いて徳島県知事にも講演を⾏っていただいた。これらは県内就職への意識を醸成するために有効であ
ったと思われる。 

⼀部保護者に対しても開放した企業の講演会を実施し、就職そのものに対する理解を深めて側⾯か
ら⽀援していただけるよう努めた。 

  
 

 

 

 

 

 

 

「徳島県知事講演会」後、知事と学⽣   「藤崎電機㈱創業者藤崎稔⽒による           「企業研究会」 

学⽣向け進路講演会（四国⼤学との共同企画）」 

 

２ 企業による技術講習会・インターンシップ等への参加 
県内企業への就職が決まっている学⽣には、企業の⾏う技術講習会やインターンシップに参加を促

し、実際の⾃動⾞整備や他の業務を体験することによって、就職することへの⾃覚を促し、⾃信を持
たせて意欲を⾼めた。 

 
（１）[会 場・開催⽇]   ⾹川いすゞ⾃動⾞㈱           平成 28 ⽇ 8 ⽉ 23 ⽇〜25 ⽇ 

          ㈱徳島ダイハツモータース  平成 28 年 8 ⽉ 5 ⽇〜9 ⽇（8 ⽇は休⽇） 
ネッツトヨタ徳島㈱     平成28年8⽉6⽇〜10⽇（8⽇は休⽇） 
ニチユＭＨＩ四国㈱     平成 28 年 8 ⽉ 22 ⽇〜26 ⽇ 

                              兵庫トヨタ⾃動⾞㈱     平成 28 年 8 ⽉ 6 ⽇〜9 ⽇（8 ⽇は休⽇） 
                              徳島トヨペット㈱               平成 28 年 8 ⽉ 5 ⽇〜8 ⽇ 

[参加者]  就職内々定者  各１名受講 
[内 容]  各社の社員による社会⼈としての基本、接客対応の基礎、⾃動⾞整備についての技

術講習会、技術講演会（インターンシップ）を実施。就職予定企業の取り組みや求
められるマナー、技能を知ることで企業への理解を深め、就業に対する不安感を払
拭し、就職することへの意識を⾼めた。 

 
（２）[会場・開催⽇]   徳島⼯業短期⼤学 300 教室  平成 28 年 12 ⽉ 13 ⽇ 

[参加者]  徳島県内企業就職内定者  31 名受講   
[内 容]  徳島県内での⾃動⾞関係企業就職希望者に対して、徳島⼯業短期⼤学の学内教員に

よる、企業で求められるマナーについての技術講演会を実施。地元企業の取り組み
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や社員に求めるマナーを知ることで、地元企業への理解を深め、就業に対する不安
感を払拭した。 

 
（３）[会場・開催⽇]   徳島⼯業短期⼤学 専攻科⾃動⾞⼯学専攻実習室 平成 29 年 1 ⽉ 10 ⽇  

[参加者]  就職希望者  3 名受講   
[内 容]  徳島県内⾃動⾞関係企業就職希望者を対象に、徳島⼯業短期⼤学の学内教員による

点検の仕⽅、⼯具の使い⽅など実務についての技術講習会、技術講演会を実施。実
際の作業を知ることで地元企業への理解を深め、就業に対する不安を払拭し県内で
就職することへの意識を⾼めた。 

 
３ 就業体験・オープンキャンパス等の開催 

地域に根差す短期⼤学として、⼩・中・⾼校⽣に⾃動⾞技術を実感できる機会を提供した。これら
の取り組みにより、⾃動⾞への関⼼を⾼め、進路の⼀つとして意識を持たせることで進学に繋げ、ひ
いては地元への定着が促されると考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
「夏休み⾃由研究」      「中学⽣就業体験」     「オープンキャンパス」 

－84－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協働事業 

 

 

 

 

 
 



 

［協働事業］COC プラス特別セミナー「徳島の魅⼒、徳島で働く」の実施報告 
 
 平成 28 年 11 ⽉ 23 ⽇に COC プラス特別セミナー「徳島の魅⼒、徳島で働く」を開催した。本セミ
ナーは、平成 29 年度に実施予定のサテライト配信講義（とくしま⾼等教育コンソーシアムによる講座）
の試⾏として実施した。このため、四国⼤学交流プラザをメイン会場、徳島⼤学、徳島⽂理⼤学をサテ
ライト会場とし、セミナーの様⼦を映像で配信すると同時に、サテライト会場からの質問を受け付けた。 
 
（１）実施内容 
 13:00  ：主催者挨拶（COC+推進本部推進監 ⽟ 真之介、四国⼤学学⻑ 松重 和美） 
 13:10-14:40 ：第⼀部 講演「徳島の魅⼒」（徳島経済研究所所⻑ ⽥村 耕⼀⽒）   
 14:55-16:25 ：第⼆部 徳島で働く OB・OG によるディスカッション「徳島で働く」 

瀨尾 千恵（稲次整形外科 看護師／徳島⽂理⼤学OG） 
助道 永次（徳島⼯業短期⼤学 講師／徳島⼯業短期⼤学OB） 
湯浅 剛（（有）丸浅苑／徳島⼤学 OB） 
河野 知⾥（（株）和コンサルタント／阿南⾼等専⾨学校 OG） 

 16:25  ：閉会挨拶（徳島⼤学理事 吉⽥ 和⽂） 

   
  ⽥村⽒による講演の様⼦     メイン会場の様⼦     パネルディスカッションの様⼦ 

   
（２）来訪者数 
 メイン会場（四国⼤学交流プラザ）  ：45 名 
 サテライト会場①（徳島⼤学常三島キャンパス） ：18 名 
 サテライト会場②（徳島⽂理⼤学）  ： ７名 
 
（３）来場者の意⾒（アンケートより抜粋） 

 メイン会場に講演者が集まるのではなく、各会場に別れて講演すればいいのではないか。サ
テライト会場で参加したが、会場同⼠で積極的に討論する空気ではなかった。（徳島⼤学会場） 

 他の⼤学の⽅たちと意⾒交換ができるようなプログラムがあれば良い。（徳島⼤学会場） 
 徳島に来て 3 年⽬だが、初めて知る情報の⽅が多かった。まだまだ⾃分の知らない徳島の魅

⼒がわかったが、市内以外のところが多く移動⼿段が⼤変だと思った。（⽂理⼤学会場） 
 卒業⽣の⽅の働いている状況を聞くことで、今後⾃分がどんなところで働きたいか、何を⽬

標にすべきか学ぶことができた。他職種の話はめったに聞くことはできないので、全然違う
職種の話を聞けてよかった。（⽂理⼤学会場） 

 話者のマイクを通した声を流すように改善してほしい。カメラで録⾳をしているからなのか
教室で響いている⾳も拾っており、話者の声が⼤変聞き取りづらかった。（徳島⼤学会場） 
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（４）平成 29 年度コンソーシアム開講科⽬について 
特別セミナーの成果を踏まえて、平成 29 年度は協働校によるコンソーシアム科⽬「徳島の魅⼒、

徳島で働く」を開講する。次項に徳島⼤学のシラバスを⽰す。 
 
平成 29 年度コンソーシアム開講科⽬シラバス（徳島⼤学版） 
【 授 業 ⽇ 程 】 夏休み集中講義（2017 年 8 ⽉ 21 ⽇〜24 ⽇） 
【授業題⽬名】 「徳島の魅⼒、徳島で働く」 
【授業の⽬的】 徳島県の産業⾯から⾒た将来ビジョンと地元で働くやりがいや暮らしの楽しさ、メリット

などについて、地域の識者から学び、考え、話し合うことで、将来、就職先としての徳島
県の魅⼒について理解を深める。 

【授業の概要】 徳島県内の第⼀線で活躍するリーダーや県内⾼等教育機関の OB・OG を講師に迎えて、
経験の中から⽣まれた確信や考え⽅を語ってもらうと共に、ディスカッションを⾏って、
主体的に考える。 

【キーワード】 徳島県 将来ビジョン やりがい 暮らし 
【 到 達 ⽬ 標 】 ①徳島の地域⽂化を理解し、徳島における暮らしの魅⼒を説明することができる。 

②徳島の成⻑⼒がある産業を理解し、⼤学での⾃分の学びとつなげて考えることができる。 
【授業の計画】 
 8/21 [午前（9:30〜12:30）]導⼊（会場：徳島⼤学創成スタジオ） 
  第 1 回：授業の構成と講演テーマの紹介 

  第 2 回：「徳島県の将来ビジョン」講演者：飯泉嘉⾨徳島県知事（予定） 
 [午後（13:30〜16:30）]（会場：徳島⼤学創成スタジオ） 

  第 3 回：徳島の未来を語る①：「徳島県の強みと成⻑産業」 
  第 4 回：徳島で働く①：「徳島県の雇⽤と徳島で活躍できる⼈材」 

 8/22 [午前（9:30〜12:30）]（サテライト授業） 
  第 5 回：徳島の未来を語る②：「地域づくりと観光産業」 

  第 6 回：徳島で働く②：「地域づくりと観光産業」 
 [午後（13:30〜16:30）] （サテライト授業） 

  第 7 回：徳島の未来を語る③：「地域医療と福祉の仕事」 
  第 8 回：徳島で働く③：「地域医療と福祉の仕事」  

 8/23 [午前（9:30〜12:30）] （サテライト授業） 
  第９回：徳島の未来を語る④：「次世代技術関連産業の展望」 

  第１０回：徳島で働く④：「次世代技術関連産業の展望」 
 [午後（13:30〜16:30）] （サテライト授業） 

  第 11 回：徳島の未来を語る⑤：「ICT と地域産業」 
  第 12 回：徳島で働く⑤：「ICT と地域産業」  

 8/24 [午前（9:30〜12:30）] （サテライト授業） 
  第 13 回：徳島の未来を語る⑥：「６次産業化の取り組みと農林⽔産業の展望」  

  第 14 回：徳島で働く⑥：「６次産業化分野の取り組みと農林⽔産業の展望」 
 [午後（13:30〜15:00）]総括（サテライト授業） 
  第 15 回：総括、グループワーク 
【教科書・参考書】『徳島が好きになる本』 
【成績評価⽅法・基準】 各回講義の終わりに実施するグループワークを踏まえて執筆する⼩レポート

と最終レポートで評価する。 
【再試験】 なし 
【備考】  ８⽉ 21 ⽇の授業は徳島⼤学常三島キャンパスで実施します。各⼤学からの送迎バスを

⽤意します。８⽉ 22、23、24 ⽇の授業は、それぞれ別の会場で講演を⾏いますが、サ
テライト授業として所属している⼤学でも受講できます。 
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（５）広報リーフレット 
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［協働事業］保護者向け企業ガイダンスの実施報告 

 平成 28 年 12 ⽉ 18 ⽇に保護者向けガイダンス「徳島の魅⼒、徳島で働く〜企業ガイダンス編」を開
催した。本ガイダンスは、県内⼤学、⾼専の学⽣・保護者を対象に、県内企業の魅⼒や将来ビジョン、
また、 徳島県で働く・暮らすことについて周知を図り、県内就職の増加につなげることを⽬的とし、
特に、保護者に向けて企業名や規模ではなく、業務内容やワークスタイル等の様々な観点から就職先を
選ぶ視点を含めて、徳島の企業の魅⼒を伝達した。 

（１）企画名
「徳島の魅⼒、徳島で働く〜企業ガイダンス編」

（２）実施内容
13:00    ：主催者挨拶
13:10-13:40：[第⼀部]パネルディスカッション『インターンシップ⽣が語る企業の⾒⽅調べ⽅』
13:40-14:10：[第⼆部]基調講演『データから⾒る徳島の企業の強み』
14:15-15:15：[第三部]企業講演 『実は○○！徳島の企業の意外な魅⼒』

テーマ：①「最先端の仕事と⽥舎暮らしは両⽴できる！」（（株）プラットイーズ）
②「次世代技術関連企業では多様な⼈材が活躍している！」（（株）⼤塚テクノ）
③「農業は総合⼒が求められるベンチャー企業！」（（有）樫⼭農園）
④「地域包括ケアシステムにおける多様な薬剤師の役割」（（株））グローバル・アシスト）

15:20-16:20：[第四部]個別企業相談会 

[第⼀部]パネルディスカッションの様⼦    [第三部]企業講演の様⼦ 

[第四部]個別相談会の様⼦     [第四部]キャリア⽀援室ブースの様⼦ 
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（３）来訪者数 
120 ⼈（学⽣ 45 ⼈、保護者 26 ⼈、関係者 31 ⼈、出展者 18 ⼈） 

 
（４）アンケート回答の抜粋 
① 学校別参加者数（有効回答数：学⽣ 44 ⼈、保護者 16 ⼈） 
 徳島⼤ 徳島⽂理⼤ 四国⼤ 阿南⾼専 県内その他 県外⼤学 
学⽣ 33 6 1 3 0 1（⾼知⼤） 
保護者 16 0 0 0 0 0 
 学⽣については、徳島⼤学⽣が中⼼。徳島⽂理⼤、阿南⾼専、四国⼤からの参加も⾒られた。 
 ⾼知⼤学の既卒学⽣（徳島在住）が１名参加。近隣県の⼤学⽣にもニーズがあるのではないか。 
 保護者については回答者全員が徳島⼤学⽣の保護者であると回答。 
 
② 学部別参加者数（徳島⼤学のみ。有効回答数：学⽣ 33 ⼈、保護者 16 ⼈） 
 総合科学 医 ⻭ 薬 理⼯（⼯） ⽣物資源 ⼤学院 
学⽣ 6 0 0 7 19 1 2 
保護者 2 1 0 0 13 0 0 
 学⽣については、理⼯（⼯）、薬、総合科学の在学⽣が中⼼。⼀部⼤学院⽣も⾒られた。 
 保護者についてはほとんどが理⼯（⼯）在学⽣の保護者であると回答。 
 
③ 学年別参加者数（有効回答数：学⽣ 44 ⼈、保護者 16 ⼈） 
 1 年 ２年 ３年 ４年 ⼤学院 既卒 
学⽣ 11 9 16 5 2 1 
保護者 1 4 9 2 0 0 
 学⽣については、各学年からの広い参加が⾒られた。 
 保護者については３年⽣の保護者であるとの回答が半数。 
 
④ 県内企業への関⼼（有効回答数：学⽣ 34 ⼈、保護者 19 ⼈） 
 学⽣ 保護者 
ガイダンスの参加以前より、徳島県内へ就職を考えていた。 16 2 
ガイダンスの参加以前より、就職先として選択肢に考えていた。 12 12 
ガイダンスに参加して、就職先として選択肢に考えるようになった。 3 5 
就職先としてはあまり考えていない。 3 0 
 参加者の⼤半は、以前より徳島県内の就職を視野に⼊れている。 
 ガイダンスに参加したことで県内企業を就職先として選択肢に考えるようになったとの回答が

８件（学⽣３、保護者 5）⾒られる。プログラムの内容として⼀定の効果があったと考えられる。 
関連する参加者の声（⾃由回答項⽬より抜粋） 
 具体的な資料やデータなどから、徳島の今を知ることが出来た。（学⽣／阿南⾼専機械⼯学科 4

年⽣） 
 データの観点から徳島を考察した話を初めて聞いたため、⾮常に良かった。⼤塚グループ、⽇亜

化学以外にも頑張っている企業（ものづくりの企業）が⾊々と存在することを知れて良かった。
内容が充実していた。（保護者／徳島⼤学総合科学部社会創⽣学科 4 年⽣） 
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⑤ プログラムへの満⾜度（有効回答数：学⽣ 38 ⼈、保護者 18 ⼈） 
 学⽣ 保護者 
期待通りの情報が得られて満⾜している。 20 13 
期待していた情報は得られたが、不⼗分である。 9 0 
期待していた情報は得られなかったが、本ガイダンスには満⾜している。 8 4 
期待していた情報は得られず、不満である。 1 1 
 総じてプログラム参加者の満⾜度は⾼い。 
 学⽣については、プログラムで得られる情報について、さらなる情報を求める声が⾒られる。 
関連する参加者の声（⾃由回答項⽬より抜粋） 
 ⽬指している業種とは違った職種あるいは会社の⽅のお話が聞けてよかった。特にプラットイー

ズさんは技術⾯以外でも魅⼒がある会社と思った。（学⽣／阿南⾼専機械⼯学科 4 年⽣） 
 もう少し⻑い時間で、詳しい話を聞きたい。（学⽣／徳島⼤学⽣物資源産業学部⽣物資源産業学

科 1 年⽣） 
 
⑥ ⾃由記述 
【導⼊企画】 

良かった点 
・ 実際に企業に⼊ってみないと分からないことが多いことが分かった。（学⽣／徳島⼤学総合科

学部社会創⽣学科 3 年⽣） 
・ 企業のイメージと実際に⾏ってみて感じたことに差があることが分かった。本当の中⾝という

のは中に⼊ってみないと分からないことが多い。（保護者／徳島⼤学⼯学部知能情報⼯学科 3
年⽣） 

改善してほしい点 
・ もう少し時間が⻑くてもよい。（学⽣／徳島⼤学総合科学部社会総合科学科 1 年⽣） 
・ 就職先を選ぶときに企業のどういった点を⾒ることが⼤事なのか、もう少し詳しく教えてほし

かった。（学⽣／徳島⼤学総合科学部社会創⽣学科 3 年⽣） 
 
【基調講演】 

良かった点 
・ ⼤企業だけが全てではない点が参考になった。（学⽣／徳島⼤学⼯学部電気電⼦⼯学科 3 年⽣） 
・ 徳島の強みを知ることで関⼼を持つ⼈が増えるのではないかと感じた。（学⽣／徳島⼤学総合

科学部社会総合科学科 1 年⽣） 
・ データの観点から徳島を考察した話を初めて聞いたため、⾮常に良かった。⼤塚グループ、⽇

亜化学以外にも頑張っている企業（ものづくりの企業）が⾊々と存在することを知ることがで
き、良かった。内容が充実していた。（保護者／徳島⼤学総合科学部社会創⽣学科 4 年⽣） 

・ 徳島の強み及び現状を知ることで、⾃分の強みを深く理解するきっかけになった。（出展企業） 
改善してほしい点 

・ もう少し時間をとり、より詳細に紹介してもいいかと思う。（学⽣／不明） 
 
【企業講演】 

良かった点 
・ 1 年⽣として、企業について考えていく上での知識としてよかった。（学⽣／徳島⼤学総合科
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学部社会総合科学科 1 年⽣） 
・ 今までにはなかった職業（⾃分たちがが就活していた頃）や新しい職業、時代と共に変わっ

てきた職業について知ることができた。（保護者／不明） 
・ あらゆる業種の可能性が理解できた。（出展企業） 
・ 各社のさまざまな取り組みを知ることが出来、参考になった。（出展企業） 

改善してほしい点 
・ 徳島の企業だからこその魅⼒をもっと感じられるといいと思った。（学⽣／徳島⼤学⼯学部電

気電⼦⼯学科 3 年⽣） 
・ もっと聞きたい、時間が⾜りない。（保護者／徳島⼤学⼯学部⽣物⼯学科 3 年⽣） 

 
 
【個別企業相談会】 

良かった点 
・ 実際に企業の⽅と話すことで、⾃分が考えていくべきことや企業の⽬指す⽅向性についても

知ることができる機会となった。（学⽣／不明） 
・ 各社のさまざまな取り組みを知ることが出来、参考になった。（出展企業） 
・ 企業が常に先を⾒て取り組んでいることに改めて驚かされた。（保護者／不明） 

改善してほしい点 
・ 時間が⾮常に少なく、充分に企業を回ることができなかった。企業側の負担も増えるかとは

思うが、できればもう少し時間がほしかった。（学⽣／⾼知⼤学理学部応⽤理学科） 
・ もっと多くの企業の出展をお願いしたい（保護者／徳島⼤学⼯学部⽣物⼯学科 4 年⽣） 
・ 就活に関する意識受けが事前にあった⽅がスムーズに⼊れると感じた。（時期的に難しい判断

とは存じますが。）（出展企業） 
 
（５）総評 
 今回の企画は就活に臨む学⽣及びその保護者を対象に地域における経済・産業の動向や業種・業態毎
の企業の取り組みやその可能性について認識を得るための機会として催した。アンケートの集計結果を
⾒ると、全体のプログラムの作りとしては満⾜度が⾼いと⾔える。アンケート結果からも分かるように
ニーズは想定以上に(特に保護者)あることが把握できた。アンケート及び、運営の現場から浮かび上が
る課題としては、以下の３点が挙げられる。 
 
① 開催時期と頻度についての再考 

 今回の開催は就活開始の３ヶ⽉前としたが、より早い時期の開催を望む声や、年２回程度の開催
を望む声が３割程度あった。 

 
② 情報提供の内容設定について 

 ２割強の参加者が、事前に期待していた内容とガイダンスの内容が異なると回答している。ガイ
ダンス⾃体への満⾜度は⾼いため、当事業の主旨・⽬的を明確に伝え、理解賛同を得るための提⽰
⽅法について考察する必要がある。 
 今回のガイダンスは「徳島の魅⼒、徳島で働く〜企業ガイダンス編」として催したが、企業ガイ
ダンスではなく、例えば業界検索、業態リサーチなど就職先を定める上で必要な業界または業態の
違いについて知ることができる場であることを明確に⽰し、就活とは異なる“ガイダンス”としての
位置付けをアピールする必要がある。 
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 また、本ガイダンスの狙いが参加者に的確に伝わるよう、講演内容のテーマを絞る等の⼯夫が必
要となる。 
  

③ 出展者(開催側・情報提供者側)の構成について 
 今回のガイダンスは主に企業の⼈事課の担当者にご参加いただいたが、⼈事課と⾔う部署の特性
上、⼈材登⽤に関連する相談会の⾊が強く出てしまい、ガイダンスの趣旨との違いに出展者・参加
者を困惑させてしまった点が運営上の課題として指摘できる。 
 プログラムの趣旨上、企業戦略やビジョンについてのガイダンスがあることが望ましく、今後の
開催においては経営者や企画部局の担当者の出席も依頼していくことが必要となる。 

 
 これらの課題を踏まえ、来年度開催に向けての⽅針を検討するワーキンググループの⽴ち上げを検討
したい。 

  

－92－



（6）広報リーフレット 
 

 

 

－93－



 

［協働事業］平成 28 年度 FD 地域⼈材育成フェスタの実施報告 
 
 COC+事業の⼀環として、インターンシップなど、事業において進める連携団体との協働の課題とノ
ウハウを共有するための FD 地域⼈材育成フェスタを、2 ⽉ 19 ⽇に徳島グランヴィリオホテルにて開
催した。その詳細について報告する。 
 
（１）実施の⽬的 

1. インターンシップ教育をはじめとした、地域、特に企業や各種団体との連携による教育プログ
ラム（以下「地域連携」）について、取り組みの成果を報告する。 

2. これまでに進めてきた地域連携における⼯夫やノウハウを、教職員及び連携団体担当者等、ス
テークホルダーの間で共有する。 

3. 現在進めている地域連携における課題を、教員及び連携団体担当者等、ステークホルダーの間
で共有し、今後の進め⽅について協議する。 

 
（２）参加⼈数 
 事業参加校教職員 ：56 名 
 県内企業、団体等 ：27 名 
 徳島県関係者 ：５ 名 
 県外⼤学教職員 ：２ 名 
 計  ：90 名 
 
（３）プログラム概要 
 【第⼀部】インターンシップ教育の成果と定着に向けた課題 

COC+事業の趣旨説明及び、事業の⼀環として徳島⼤学が実施している「実践⼒養成型イン
ターンシップ」、四国⼤学が実施している「創業⽀援事業」について、取り組み、課題、プロ
グラムを受講した学⽣の体験談を紹介した。 

① COC+事業の趣旨と取り組みの概説（10 分） 
② 報告①：「創業⽀援事業の取り組み」（四国⼤学）（30 分） 
③ 報告②：「実践⼒養成型インターンシップ」（徳島⼤学）（60 分） 

 【第⼆部】教育における地域との連携 
COC+事業参加校が、地域企業・団体との連携によって実現している教育について、教員及
び連携先の担当者が登壇し、成果とノウハウを紹介した。（15 分×4 事例） 

① 報告①：「ボランティア・パスポートの取組み」（徳島⼤学、徳島⽂理⼤学） 
② 報告②：地域企業と連携したプロジェクトマネジメント教育（徳島⼤学） 
③ 報告③：「県内企業・農家との連携による新規事業モデルの検討を通したイノベー

ション教育の実践」（徳島⼤学） 
④ 報告④：「⾷物栄養専攻における地域連携の取り組み」（四国⼤学短期⼤学部）     

 【第三部】情報交換会 
参加教員及び参加企業・団体との間で情報交換を⾏った。 
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（４）事例報告の概要 
【第⼀部】インターンシップ教育の成果と定着に向けた課題 
報告①「創業⽀援事業の取り組み」（四国⼤学） 
報告者：⾥⾒和彦（四国⼤学創業⽀援クリエーター） 
・ 四国⼤学が COC+事業で実施している創業⽀援事業「社⻑のかばんもち」「とくしまサイコー塾」

「チャレンジショップ」「ビジネスプラン道場」について、事業内容及び成果の報告を⾏った。 
・ 「ビジネスプラン道場」については、実施したビジネスプランのコンペティションの優秀賞団体

の学⽣グループから、受賞案について成果発表を⾏った。 

報告②「実践⼒養成型インターンシップ」（徳島⼤学） 
報告者：川崎克寛（徳島⼤学 COC+推進コーディネーター）、樫⼭直樹（（有）樫⼭農園）、千葉雄介
（（株）⼤塚テクノ） 
・ 徳島⼤学が導⼊を進めているプロジェクト型のインターンシップ（寺⼦屋式インターンシップ）

について、趣旨及び平成 28 年度の取り組み報告を⾏った。 
・ インターンシップに取り組んだ学⽣のうち 2 組（3 名）が登壇し、インターンシップの成果及び、

取り組みを終えての思いについて発表を⾏った。 
・ インターンシップ受⼊先企業の樫⼭農園より、受け⼊れ担当者が登壇し、学⽣を受け⼊れる際の

留意点や、企業側のメリットについて報告を⾏った。 
 
【第⼆部】教育における地域との連携 
報告①「ボランティア・パスポートの取組み」（徳島⼤学、徳島⽂理⼤学） 
報告者：⽟ 真之介（徳島⼤学 COC+推進監）、岡⼭ 千賀⼦（徳島⽂理⼤学准教授）、花野 賀胤（徳

島市観光協会事務局⻑） 
・ 学⽣のボランティア活動参加を促し、評価する仕組みであるボランティア・パスポートの趣旨と

概要を説明した。 
・ ボランティア受⼊先団体からプログラムに対する評価と今後への期待を報告いただいた。 
報告②：地域企業と連携したプロジェクトマネジメント教育 
報告者：⽇下 ⼀也（徳島⼤学講師）、鵜飼 昭仁（（株）四国化⼯機） 
・ 理⼯学部の専⾨教育として開講している授業「プロジェクトマネジメント基礎」の趣旨と成果、

⼤⼈数の学⽣をチームに分けて地域課題の解決⼿法を学ぶ⼯夫を紹介した。 
・ 連携先担当者から、学⽣の取り組みに対する評価と今後の連携への期待を報告いただいた。 
報告③：「県内企業・農家との連携による新規事業モデルの検討を通したイノベーション教育の実践」 
報告者： 北岡 和義（徳島⼤学講師）、岡部 慎司（（株）アプロサイエンス） 
・ 化粧品会社と連携した 6 次化産業の新規商品開発に取り組むイノベーション教育の事例を紹介

した。 
・ 連携先担当者から 6 次産業化の課題の中での今回の取り組みの意義を報告いただいた。 
報告④：「⾷物栄養専攻における地域連携の取り組み」（四国⼤学短期⼤学部）     
報告者：植⽥ 和美（四国⼤学短期⼤学部教授） 
・ ⾷物栄養を専攻する学⽣が、地域団体と連携し特産品を⽤いた商品開発を⾏った事例を紹介し、

成果、⼤学・地域双⽅のメリット、継続実施にあたっての課題について報告を⾏った。 
 
 

－95－



 

（５）アンケート回答の取りまとめ 
【報告に対する評価（第⼀部）】 
・ 発表した学⽣の報告内容については、インターンシップの取組や達成度、コミュニケーション

のあり⽅について、よくまとめられていた。（徳島⼤学教員） 
・ 取り組みの成果ではなく、協調性だけが強調されていた感がある。どういった点で「ダメ出し」

されたのか、⾃分たちの取組のポイントなどについての説明も欲しかった。（徳島⼤学教員） 
・ 以前からインターンシップについては就職活動の⼀環としての活動と思っていたが、今回の学

⽣の発表などは主体的で社会性もありおどろいた。（参加企業等） 
・ 実際に取り組んだ学⽣、企業の声こそがわかりやすい成果だと感じた。（参加企業等） 

【報告についての評価（第⼆部）】 
・ 実施なさったことの報告よりは、実際に取り組まれた学⽣さんの⽣の声を伺いたかった。（参加

企業等） 
・ 地域⼈材養成との関わりが、少しわかりにくい報告もあった。（徳島⼤学教員） 
・ 各⼤学ともに、様々な地域⼈材養成の取組をしていると考えられるので、そうした取組につい

ての報告があってもよいのではないか。（徳島⼤学教員） 
・ 教育を地域に今回の報告を聞いて、地域課題に促したプログラムの充実が伝わった。（参加企業

等） 
・ 様々な事例を聞くことで、今後の連携の可能性を考えるきっかけになった。（参加企業等） 

【インターンシップ教育のメリット】 
・ 学⽣を戦⼒として捉え、社内の課題解決に結び付ける内容であれば、双⽅に取って⼤変有意義

であることが理解できた。（参加企業等） 
・ 学問分野の中にはフィールド・ワークが鍵となる分野が少なからずあるが、今回の報告内容は

⾼等教育のあらゆる分野の「フィールド・ワーク」と位置づけられるのではないか。（無記名） 
・ 参加、体験のみでなく、win-win になるカタチの実践的教育の試みをリアルに感じた。（参加企

業等） 
・ 社内の⼈材育成となるインターンシップというキーワードが⼼にとまった。社内の仕組み作り

はハードルが⾼いが、チャレンジしたい。（参加企業等） 
・ 学⽣のインターンシップ教育による成⻑は⾮常に興味深く、意義深い内容であった。地域現場

での実践に勝る教育はないと実感できた。（徳島⼤学教員） 
・ 各⼤学、すでにインターンシップでの仕組みがある中で、今回の取り組みは新しい⼈材育成の

⼿法開発として⼤きな意義がある。（四国⼤学教員） 
【インターンシップ教育の課題】 
・ 実施にあたっては最初に計画をしっかり策定することが重要であると感じた。（参加企業等） 
・ 学⽣、企業それぞれについて何ができ何ができていないかを把握していくことが重要である。

（参加企業等） 
・ 従来通りの座学で体系的な学びも重要性であり、⽇頃から⾻組となる教育と、⾎・⾁となるイ

ンターンシップ等での学びの間で学⽣１⼈１⼈の将来をみすえて、どれが今最優先をすべきか
考えは揺れ動いている。（無記名） 

・ インターンシップ教育は、学⽣の思いを聞き、受け⼊れる企業にも⼗分理解していただき⼀つ
の⽅向性、ストーリーがあってこそ成⽴すると強く思う。今回のように、企業さん側の意⾒を
もっと聞く、ディスカッションする場も欲しい。（参加企業等） 

・ どれだけ実際の就活につながるか、やや疑問・問題も残り結果を⾒守りたい。（徳島⼤学教員） 
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【地域連携教育の課題】 
・ 教育+地域においてもやはりキーマンは地域の地元⼈。報告の事例は地元⼈の熱い⼒ある連携

と感じた。（参加企業等） 
・ 未だに社会へ出る前に学⽣が社会へ出て、その活動や業務の⼀端を経験することが⼤学教育の

あるべき姿なのか迷っている。ただ、若者の持つ潜在的な⼒を気づかせ、能動的に⼈⽣を過ご
せる様に⽅向付けることは教育の最重要課題であることは間違いない。（無記名） 

・ COC+プログラムで得られたノウハウを、専⾨教育の実践教育にも活かしたく、そうした意味
で、COC+プログラムと専⾨教育のより接点が必要である。（徳島⼤学教員） 

・ 医療の場においても潜在的可能性は⼤いにあるため、取組事例を提⽰する機会を設けるなどし
て若⼿の教育者のモチベーションを上昇させることが重要だろう。（徳島⼤学教員） 

・ 地域連携を進めていくにあたって、地元⼈の活⽤がポイントである。地域課題抽出や、プログ
ラム作成時から、学⽣と共に地元⼈を⼊れて⾏うのも⼀つの⽅向ではないか。（参加企業等） 

【地域連携教育の可能性】 
・ クラウドファンディングを使⽤して資⾦作りをするなど、新しい形でのストーリーが魅⼒的で

可能性を感じた。（参加企業等） 
・ 地域振興や企業の活動の中で教育というシステムで活動することは、学⽣にとっても役⽴つだ

ろう。今後も、⼤学、地域企業、⾏政等が連携して教育システムの構築、充実を図ることが必
要と考えられる。（参加企業等） 

・ 将来の事業化、収益化を⾒据えた教育としての産学連携は⼀層推進すべきである。（徳島⼤学教
員） 

・ ボランティアで運営に参加することで、学⽣に当事者意識を持って頂けるのではないかと期待
している。（参加企業等） 

・ 労働⼒不⾜を補うためのボランティアではなく、そこから、当事者意識・主体性を持ってもら
う⼈材育成ツールとなりうる。（参加企業等） 

【企業への期待・要望】 
・ ⼤塚テクノ様、樫⼭農園様のように、明確な受⼊⽅針と親⾝な対応をしてくれる企業の存在は

⾮常に⼼強いです。（徳島⼤学教員） 
【運営についての課題】 
・ 各⼤学既存のインターンシップ担当者、企業の⼈事担当者にもっと聞いてもらえた⽅がよかっ

た。もったいない。学内外で成果、意義の発信がもっと必要と感じました。（四国⼤学教員） 
・ 各⼤学関与している教職員が少ない。関与していない⼈の無関⼼をどうするか。（四国⼤学教員） 
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（６）広報リーフレット 
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（７）会場の様⼦ 
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ご挨拶 とくしま元気印イノベーション人材育成協議会 会長 野地澄晴（徳島大学長） 

 日本が直面する最重要課題である地方の人口減少問題を克服するには、地方に雇用を創出して地方への人の流
れを作り、「東京一極集中」の是正に取り組む必要があります。地方の高等教育機関は、産官学の力を結集した地
域の産業振興や、地域が求める人材育成の中核としての使命を果たさなければなりません。 
 徳島大学は平成 27 年度、徳島県や県内の高等教育機関、企業、NPO、経済団体などと連携し、学部卒業生の地
域就職率増を目標とする文部科学省 COC+事業に「とくしま元気印イノベーション人材育成
プログラム」が採択（平成 27 年度から 5年間）され、次世代技術、地域医療･福祉、６次
産業化、地域づくり･観光･ICT の４つの分野において、地域人材の育成に向けた教育カリ
キュラム改革や新しいインターンシップの創設、創業支援事業など、事業目標の達成に向
けた様々な事業を展開しております。 
 徳島大学は、本事業の申請大学といたしまして、事業協働機関の皆様とともに全学を挙
げて事業を推進してまいりますので、今後とも、更なるご尽力をお願いいたします。  

COC プラス事業の概要 徳島大学 COCプラス事業推進監 玉真之介（生物資源産業学部 教授） 

 本事業では、県内の高等教育機関における県内就職率を平成 31 年度までの 5 年間で 10％増加させることを目
指しています。そのために県内の主要な企業、ＮＰＯ、関連団体との間で「とくしま元気印イノベーション人材育
成協議会」を組織し、徳島県において雇用創出と学生の就職率向上が期待できる分野、具体的には①次世代技術関
連分野、②地域医療・福祉関連分野、③６次産業関連分野、④地域づくり・観光・ICT 関
連分野を設定しました。 
 その４分野に合わせて、(1)徳島大学におけるインターンシップを柱とした産学官連携に
よる教育カリキュラム改革、(2)事業協働機関による地域就職率向上に向けた協働事業、(3)
徳島県の策定による「vs 東京『とくしま回帰』総合戦略」による４分野での雇用創出の３
つの事業に取り組んでいます。今後、本ニュースレターで、事業の進捗と各参加校におけ
る特色ある取組をご紹介して参ります。 
 

事業推進コーディネーターの紹介 
   
川崎克寛（特別准教授）  

 
 
 
 
 

 

 川崎修良（特別講師）  
 
 
 
 
 

 

 平成28年２月に着任いたしまし
た。徳島大学で導入する新しいイン
ターンシップの開発及び、大学・企
業・学生の関係を構築するコーディ
ネートに取り組んでいます。 

  平成 28 年４月に着任いたしま
した。徳島大学における、新しい
教育カリキュラムの編成、教育効
果の評価手法の開発、協働事業の
企画・調整に取り組んでいます。 
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会議と協働事業の報告 
 
平成 28 年 ２月 ９日 
平成 28 年 ３月 ８日 
平成 28 年 ５月 16 日 
平成 28 年 ８月 24 日 
平成 28 年 ８月 25 日 
平成 28 年 ９月 30 日 
平成 28 年 10 月 12 日 
平成 28 年 11 月 ９日 
平成 28 年 11 月 23 日 

とくしま元気印イノベーション人材育成協議会（於徳島グランヴィリオホテル） 
キックオフシンポジウム（於徳島グランヴィリオホテル） 
とくしま元気印イノベーション人材育成協議会（於徳島グランヴィリオホテル） 
平成 27 年度事業外部評価委員会の開催（於徳島大学常三島キャンパス） 
第一回協働事業ワーキンググループ（於徳島大学常三島キャンパス） 
【徳島大学】プログラム教員会議（於徳島大学常三島キャンパス） 
第二回協働事業ワーキンググループ（於徳島大学常三島キャンパス） 
第三回協働事業ワーキンググループ（於徳島大学常三島キャンパス） 
特別セミナー「徳島の魅力、徳島で働く」（於四国大学交流プラザ 他）  

【協働】とくしま元気印 
イノベーション人材育成協議会 

	

【協働】協働事業実施委員会 
（ワーキンググループ） 

	 【徳島大学】プログラム教員会議 

	

	

	

	

 
平成 28 年 5 月に今年度第 1 回目
の協議会を開催し、昨年度の総括
と今年度の事業計画について審議
しました。 

 参加校から選出された委員でワー
キンググループを構成し、今年度の
協働事業の具体的実施案について
協議しました。 

 ＣＯＣプラスで開設する教育プロ
グラムについて、科目担当教員の間
で理解を深め、今後の取組について
協議しました。 

	

【協働】特別セミナー 
「徳島の魅力、徳島で働く」 

	

【徳島大学・徳島文理大学】 
ボランティア・パスポート 

	 	

	

	

e-learning 授業の試行として、サテライト環境を活用
し、複数会場で聴講できるセミナーを実施しました。県
内の大学生や高校生等を対象とし、徳島の魅力や産業の
可能性に関する講演を配信しました。 

 学生が主体的に地域と関わり、地域の課題に挑戦する
仕組みとして、ボランティア活動を記録する「ボラン
ティア・パスポート」を導入しました。40 時間従事
する毎に色が変化し、学生の活動を動機付けます。 

 

【四国大学】社長の秘書体験「社長のかばんもち」事業の取り組み 
 
四国大学では平成 28 年８月から９月にかけて、徳島県信用保証協会の協力をいただいて、社長の秘書体験を行

う「社長のかばんもち」事業を実施しました。本事業はＣＯＣ＋事業に係る創業支援事業の一環となります。 
事業では経営情報学部疋田ゼミの学生 11 名が、県内の従業員 10 名以下の小規模企業５社に応募しました。学
生の希望と企業側の希望をマッチングした結果、７名の学生の４社への受け入れが決まり、経営者の秘書業務を
１～２日間体験しました。 
10 月 25 日には、四国大学キャンパスにて報告会を開催しました。疋田ゼ

ミの学生 11 名と受入先企業の経営者等５名が集まる中、学生による成果報
告、企業から参加学生についての講評が行われた後、事業全体について参加
者間で意見交換を行いました。 
 今後は、報告会での意見交換の結果等を反映させながら、引き続き「社長
のかばんもち」事業を実施していきます。  
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【徳島大学】実践力養成型インターンシップの取り組み 
 
 徳島大学教育カリキュラム改革の 1 つとして、寺子屋式インターンシ
ップの開発を進めています。寺子屋式インターンシップとは、インター
ンシップを受け入れ先任せにせず、教員が“ドン”となって少人数の学生
を担当し、受け入れ先の“メンター”とも連携して事前学習からインター
ンシップ、事後の振り返りまで「課題・レポート・ディスカッション」
を繰り返す方式の教育プログラムです。 
 本年度は、寺子屋式インターンシップの開発に向けた試行として、実
践力養成型インターンシップと題し、学生が１ヶ月間企業や各種団体等
の課題に取り組むプロジェクト型のインターンシップを実施しました。
現在、7つの企業・団体で 35 名の学生が実践力養成型インターンシップ
に取り組んでいます。 
[実践力養成型インターンシップの位置づけと実施体制] 
 一般的なインターンシップは、仕事理解型、採用直結型、業務補助型、
課題協働型、事業参画型 5 つのタイプに分類されます（図１）。「職業人
意識とコミュニケーション力を育成する」ことが目標である実践力養成
型インターンシップは、企業の業務に実際に参加する、後者３つのタイ
プとして位置づけました。 
 企業・団体側が学生を「お客様」ではなく、共に課題解決に取り組む
「期間限定の社員」として捉えた上で、企業・団体が抱える課題を解決
するためのプロジェクト、もしくは企業・団体が描くビジョンを達成す
るために挑戦したいプロジェクトを組み立てました。現在、受入先企業・
団体と COC プラス推進本部が連携しながら取り組む学生の支援を行な
っています。（図 2） 
[実践力養成型インターンシップの流れ] 
①企業とのつながりの構築（平成 28 年 3 月～４月） 
 インターンシップの受入企業を開拓するため、企業・団体合わせて 27
社を訪問しました。また、企業人と学生の交流イベント「一歩踏み出し
た学生たちによるトークライブ&ワールドカフェ IPPO」を開催し、企業
と学生それぞれの課題意識を抽出しました。 
②プロジェクトの組み立て（平成 28 年５月～６月） 
 インターンシップの受入企業の担当者と共に、企業の抱える課題の洗
い出しを行い、インターンシップとして取り組むことが可能なプロジェ
クトを組み立てました。また、企業側の担当者が学生にプロジェクトを
紹介する「インターンシップフェア」（参加学生数 69 名）を開催しまし
た。 
③学生のマッチングと事前学習（平成 28 年 6 月～8月） 
 プロジェクトに対する学生のマッチングを行い、選考及び参加の意思
を確認しました。マッチング後はインターンシップに先駆けた事前研修
を参加学生及び企業側担当者に対して実施しました。 
④プロジェクトへの取り組み（平成 28 年 8 月～12 月） 
 現在、７つの企業・団体のプロジェクトに 35 名の学生が取り組んでい
ます。10 月には中間報告会を開催し、各プロジェクトの企業側担当者と
インターン生が進捗報告と今後の目標を発表しました。12 月中には全て
のプロジェクトの取り組みが完了します。 
⑤最終報告会（平成 29 年 1 月） 
 受入先企業担当者の他、事業協働機関、連携大学等教員等を招待して、
成果の最終報告を実施します。 
⑥来年度のインターンシップの準備と検討（平成 29 年 1 月～３月） 
 受入先を拡大するために企業訪問を行うと同時に、来年度の実施体制、
教員（ドン）の役割について、各学部の担当教員を交えて検討をします。 

 

 
 
 
 

 
（図 1）インターンシップの分類 

 
（図 2）インターンシップの実施体制 

 
個別企業によるプロジェクト紹介の様子 

 
中間報告会の様子 

 
インターンシップの様子（（有）樫山農園） 

 
インターンシップの様子（（株）QLiP）  
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教育カリキュラム改革の取り組み 
 

	

 本事業では、とくしま元気印イノベ
ーション人材育成プログラムと題し、
徳島の未来にビジョンを持ってイノベ
ーションに意欲と専門知識を持って参
画する学生を育成するなど、県内就職
率の増加につながる取り組みを進めて
います。 
 徳島大学では徳島の成長の可能性が
見込まれる４つの分野に対応した教育
プログラムの導入や、職業人意識とコ
ミュニケーション力を育むためのイン
ターンシップの開発など、教育カリキ
ュラム改革に取り組んでいます。 
 さらに、地元で活躍する OG・OB を
講師とした合同授業の実施など、県内
６つの教育機関で協働したカリキュラ
ム開発を進めています。	 

今後の事業予定 
 
【協働】保護者向け就職ガイダンス（平成 28 年 12 月 18 日（日）／徳島大学創成学習スタジオ） 
 県内大学、高専の学生・保護者を対象に、県内企業の魅力や将来ビジョンと、徳島県で働く・暮らすことについ
て周知を図るためのガイダンスを実施します。特に、保護者に向けては企業名や規模ではなく、業務内容やワーク
スタイル等の 様々な観点から就職先を選ぶ視点を含めて、徳島の企業の魅力を伝達することを目指します。 
【徳島大学】実践力養成型インターンシップ最終報告会（平成 29 年１月 21 日（土）／徳島大学けやきホール） 
 現在、徳島大学生 35 名が企業等７つの団体で、組織の課題解決に取り組むプロジェクト型のインターンシップ
を行なっています。プロジェクトを終えた学生の成果報告会を１月 21 日に実施致します。 
【四国大学】「とくしま学生ビジネスプラン道場」最終審査会（平成 29 年 1 月 22 日（日）／徳島グランヴィリ
オホテル） 
 現在、四国大学でビジネスプランコンテスト「とくしま学生ビジネスプラン道場」を進めています。その最終審
査会を実施します。最終審査には、二次審査を通過した６チーム（個人を含む）が挑みます。同時に、高校生によ
るビジネスアイデアに関するプレゼンテーションも行います。 
【協働】FD 地域人材フェスタ（平成 29 年２月 19 日（日）／徳島グランヴィリオホテル） 
 平成 27 年度、平成 28 年度の COC プラス事業で得られた成果と、事業を進める中で明らかになった教育上の
課題を、県内外の高等教育機関、自治体、企業、NPO 等の間で共有するためのシンポジウムを開催します。  

事務局だより 
 
 COC プラス推進本部事務局は COC プラス推進コーディネーター２名、アソシエイ
ト・コーディネーター２名の計４名で構成されています。日々、さまざまな業務に取り
組み奔走しています。このニュースレターを読まれて COC プラス事業に興味をもたれ
た方はぜひ、常三島キャンパスの地域創生・国際交流会館３階の地域創生課内にある事
務局にお気軽にお越しください。スタッフ一同お待ちしております。 

   

 

徳島大学 COC プラス推進本部事務局 (研究・社会連携部地域創生課内) 
徳島市南常三島町１丁目１番地(地域創生・国際交流会館 3F) 

電話:088-656-9910 FAX:088-656-9880 
e-mail:coc-plus@ml.tokushima-u.ac.jp  

 

●人口減少・超高齢社会 ●若年層人口の流出 ●厳しい財政状況徳島の課題 ・・・・・

徳島の可能性・・・・・
① 次世代技術関連分野（LED・自動車・ロボット等）
② 地域医療・福祉関連分野
③ 6次産業化関連分野
④ 地域づくり・観光・ICT関連分野

徳島大学 教育カリキュラム改革徳
島
大
学

参
加
校

とくしま高等教育コンソーシアム
● e-learningによるweb配信授業の実施
● 地元で活躍するOB・OGによる合同授業
● 教育カリキュラム開発プログラムの導入

雇用創出に向けた事業

● 産学官金連携による4分野の雇用創出
　  ●「LEDバレイ構想」の推進 
　  ●「とくしま『健幸』イノベーション構想」の推進
　  ●「アグリサイエンスゾーン」の構築
　  ●「とくしまサテライトオフィスプロジェクト」の推進  
● 若者定着促進に向けた取組
     ●地元就職促進・奨学金返還支援制度
　  ●トビタテJAPAN! 地域人材コース
● 地域と連携した
   教育・研究活動の実施
　  ●「地域連携フィールドワーク講座」
        の開講

● 駅前協働キャンパス授業の開講
● 学生・父兄向け「合同就職説明会」
● 「創業支援事業」
　 ビジネスコンテストなどの起業支援
● 「FD地域人材育成フェスタ」
● 県内インターンシップの拡充（30%増）と
　 企業メンターの導入
● 教育プログラム開発委員会
   （全機関参画）

協働事業

平成27年度  地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 ～地（知）の拠点COCプラス～

とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム
徳島県で雇用創出と
就職率向上が
期待される4分野

・地域文化や地域への理解・愛着
・専門分野の知識・理解
・明確な職業人意識とコミュニケーション力
・課題に挑戦する元気・覇気

・先端技術開発による新領域への展開
・多職種協働による医療・介護分野の新規雇用
・6次産業化キャリアアップシステム構築による
 イノベーション展開
・ICTを活用した地域づくり、観光等の新規雇用

・地域の将来に対するビジョン
・地域で暮らすことのメリット4つの4つの

能力能力
4つの
能力

2つの2つの
確信確信
2つの
確信

雇用雇用
創出創出
雇用
創出

数値目標数値目標数値目標

外部評価委員会

　
　
　
　
●
  
　
●

雇 

用 

創 

出

革

ス

」
『とくしま回帰』
総合戦略
（平成27年7月策定）

とくしま元気印
イノベーション人材

県内就職率を10％増

● 全学生が地域志向科目を受講
      地域の文化や地域への理解・愛着
● ボランティアパスポートの普及 
      課題に挑戦する元気・覇気
4つの分野に対応した教育プログラムの開発 
● 専門分野に必要な能力（知識・技術の向上）
● キャリア教育科目の充実 
      「徳島の将来ビジョン」「徳島で暮らすメリット」2つの確信
● 寺子屋式インターンシップの導入 
      職業人意識とコミュニケーション力の育成
「COC ＋ FD委員会」 教育法の開発と普及

●
 
4
●
●
 
●
 

人 

材 

育 

成

教育プログラム
開発担当
コーディネーター 地域に対する誇りや将来ビジョンの認識

プログラムの政策的な支援と施策への反映

会
協働事業
担当
コーディネーター

とくしま元気印
イノベーション人材育成協議会

PDCAサイクルの構築

徳島県内の36機関で事業協働体を組織
● 高等教育機関［徳島大学・四国大学・四国大学短期大学部・
徳島文理大学・徳島工業短期大学・阿南工業高等専門学校］
● 徳島県 ● 9つの地元企業 
● 3つのNPO法人 ● 17の関連団体

事業運営
担当
コーディネーター
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